
問題1
しょうがい に せ

岡崎から始まる家康公の生涯、その重き荷を背
お

負った一生の、その先に開けた江戸時代は、人類
ほこ たいへい

史上にも誇るべき泰平社会で、この時代と社会を
しょう よ

称して「パクス・トクガワーナ」と呼ばれています。
ちょくやく

この「パクス・トクガワーナ」を直訳すると、次の
どの日本語になるでしょうか？

とくがわ しょうぐん

⑴ 徳川の時代 ⑵ 徳川の将軍
ばく ふ

⑶ 徳川の幕府 ⑷ 徳川の平和

解説 パクス（＝Pax）とはラテン語で「平和」を
意味します。「パクス・ロマーナ」とはロー

マ帝国の支配による平和という意味で、よく知られ
ひってき

た言葉ですが、徳川時代もそれに匹敵する平和な時
げん な えん ぶ

代という意味で使われたのでしょう。元和偃武から
ぼ しんせんそう ち せい

戊辰戦争まで、徳川将軍家の治世のもと、250年の
長きにわたる天下泰平が続いた日本。この、世界史
上例をみない平
和国家のなかで
きゅうきょく じゅんかんがた

究極の循環型社
こうちく

会が構築され、
つな

現代に繋がる独
自の日本文化が
花開きました。

問題2
よ はげ みだ おうにん せんごく

世が激しく乱れた応仁の乱（1467～）から、戦国時
らん せ

代と呼ばれる乱世に入ってゆきます。
この応仁の乱から何年後に、岡崎城に家康公が生
まれたのでしょうか？

⑴ 75年後 ⑵100年後
⑶150年後 ⑷200年後

解説 家康公生誕の年は、応仁の乱（1467）が始
まって75年後の天文11年（1542）です。戦国

だいみょう は けん む ちつじょ

時代というのは大名たちが覇権を争った無秩序な時
しゅうそく

代を言いますが、終息は大坂夏の陣が終わった元和
元年（1615）と考えられます。応仁の乱以来148年、
つまり家康公は正に戦国時代の真っただ中に生まれ、

しょうがい すべ つい

その生涯を全て戦乱の時代の終息に費やしたという
ことになります。家康公の生涯に学ぶとき、どのよ
うな意思で戦乱
を生き抜き、ど
のような社会の

め ざ

実現を目指した
のかを考える必
要があるでしょ
う。

江戸の賑わい（日本橋界隈／江戸東京博物館） 応仁の乱勃発地「上御霊神社」（京都市上京区）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題3
てんぶん にっ た げん じ まつだいら け

天文11年、家康公は新田源氏系 松平家の何代目
たんじょう

の当主として誕生したのでしょうか？

⑴ 八代目 ⑵ 九代目
⑶ 十代目 ⑷ 十一代目

だいじゅ じ ぼ えん はか

解説 大樹寺墓園の北側に「松平八代の墓」があ
ちかうじ ひろただ

ります。初代 親氏から八代 広忠まで、そ
きざ たたず

の歴史を刻むように静かに佇んでいます。そして19
おけはざ ま

歳の若き家康公が桶狭間の敗戦後に自害しようとし
とう よ しょうにん おん り え

た場所がここです。この時に登誉上人から「厭離穢
ど ごん ぐ じょう ど さと

土 欣求浄土」を諭され、先祖の前で再起を誓います。
「平和のために戦う」という意思は55年後に実現され、
徳川の平和をもたらしました。そして今、松平九代
家康公も先祖の横で共に眠っています。

問題4
い し つ

家康公の意思を継ぎ、江戸265年の泰平の時代を
ばくまつ たいせいほうかん しょうぐん

守り継いだ徳川幕府。幕末の大政奉還まで、将軍
は何代まで続いたでしょうか？

⑴ 三代 ⑵ 九代
⑶ 十五代 ⑷ 十八代

そら

解説 徳川将軍の名をすべて諳んじている方は
いた かた

少ないのではと思います。これは致し方な
な ぜ

いことと思います。何故ならば江戸の時代には大き
ちな たいせいほうかん

な軍事的政変がなかったからです。因みに大政奉還
よしのぶ

が行われ、戊辰戦争が起きた時は徳川慶喜が第十五
代将軍でした。ここでは各将軍の名と在位年数を簡
単に紹介しておきましょう。
（在位年数は6ヶ月未満切り捨て）
初代
家康

二代
秀忠

三代
家光

四代
家綱

五代
綱吉

六代
家宣

七代
家継

八代
吉宗

2 18 28 29 28 3 3 29

九代
家重

十代
家治

十一代
家斉

十二代
家慶

十三代
家定

十四代
家茂

十五代
慶喜

15 26 50 16 5 8 1

松平八代の墓（大樹寺／岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル

8 9



問題5
ぬか た ぐん こう

家康公を生んだ額田郡（現在の岡崎市と額田郡幸
た ちょう かまくらばく ふ

田町を中心とした地域）の地は、鎌倉幕府を開い
みなもとの よりとも ちょっかつ ち

た源 頼朝と深い関係があり、幕府の直轄地でも
ありました。額田郡と源 頼朝とは、どのような
関係があったのでしょうか？

⑴ 頼朝の生誕の地が額田郡であった。
み かわのくに こく

⑵ 頼朝の父がもともと額田郡を含む三河国の国
し

司であった。
あつ た だいぐう じ

⑶ 頼朝の母方の祖父が熱田大宮司であるととも
か じゃ りょう

に額田冠者であり、額田郡を領していた。
へい け だ とう あ

⑷ 頼朝が平家打倒の兵を挙げたのが額田郡であった。

ふじわらのすえのり

解説 源 頼朝は熱田大宮司 藤原季範の娘が母
です。季範はその領地が額田であったこと

けい ふ か

が系譜に示されており、言い換えれば、頼朝の母方
の実家が額田であったということになるのです。頼
朝は鎌倉幕府を開いた際に、この地域を含めた三河

かんとう ご ぶんこく ちょっかつりょう

一国を関東御分国（幕府直轄領）と
ち えん

したのもこのような地縁からでは
や

ないかと考えられます。同時に矢
はぎがわ

作川を中心とする地域が、古くか
ら軍事的に東西を分ける重要な地
域であったという点も考えなくて
はならないでしょう。

問題6

源 頼朝と額田郡の関係を示す文化財のひとつに、
とうしんだい しょうかんのんぞう

頼朝と等身大の聖観音像があり、体内に頼朝の歯
ひげ う あん ち

と髭が埋め込まれています。この聖観音像が安置
じ しゃ

されている岡崎市（旧額田郡）の寺社は何というで
しょうか？

だいじゅ じ

⑴ 熱田神宮 ⑵ 大樹寺
たきさん じ つるがおかはちまんぐう

⑶ 瀧山寺 ⑷ 鶴岡八幡宮

たいらの きよもり い ず

解説 源 頼朝は平 清盛によって14歳で伊豆の
ひる が こ じま あ ずまかがみ

蛭ヶ小島に流されました。『吾妻鏡』には、
ゆうはん

その際に瀧山寺の僧 祐範が従者をつけ、毎月使者
しる

を送ったと記されています。祐範は熱田大宮司 藤
お じ

原季範の子であり、頼朝にとっては叔父に当たる人
物です。頼朝はその恩を忘れず、幕府を開いた後に

い と こ かんでん

季範の孫で従兄弟に当たる瀧山寺の僧 寛伝を日光
りんのう じ ざ す

山輪王寺の座主（最高
ばってき

職）に抜擢しました。
後に瀧山寺に帰った寛
伝は頼朝の死後、瀧山

そう じ ぜんいん こん

寺内に「総持禅院」を建
りゅう うんけい たんけい

立、運慶・湛慶に製作
を依頼した等身大の聖
観音像を安置したので
す。

源 頼朝生誕地碑
（誓願寺／名古屋市熱田区）

頼朝配流の地「頼朝と政子の像」
（蛭ヶ小島／伊豆の国市）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題7
かまくら じ だい で き ごと あしかが し いちもん

鎌倉時代の前期、ある出来事から足利氏一門は三
よ や はぎ りゅういき はい ち

河国に呼び寄せられ、矢作川流域に配置されまし
り ゆう

た。足利氏が三河に進出することとなった理由は
何だったでしょうか？

ちょうてい きょうかいせん

⑴ 源 頼朝が朝廷と鎌倉幕府の境界線を矢作川
に定めたこと。
じょうきゅう こう よしうじ

⑵ 承久の乱で功を挙げた足利義氏が、三河国の
しゅ ご にん

守護に任じられたこと。
げん しゅうらい ふせ いえとき

⑶ 元の鎌倉襲来を矢作川で防ぐため、足利家時
は けん

が三河国に派遣されたこと。
なんちょうがわ にっ た よしさだ ほくちょうがわ ただよし

⑷ 南朝側の新田義貞と北朝側の足利直義が矢作
かっせん

川で合戦をしたこと。

にっ た し みなもとの よしいえ

解説 足利氏は新田氏と並んで源 義家を祖とする源
ほうじょう し しっけん

氏の一門です。鎌倉幕府北条氏執権体制の中で
よしとき ぼっぱつ

は要職にあり、承久3年（1221）、執権 北条義時の時に勃発
ご と ば じょうこう

した「承久の乱」（後鳥羽上皇による幕府に対する反乱）では、
しつ じ ちんあつ

義時の執事であった足利義氏が幕府軍の先陣としてその鎮圧
あ

に当たりました。ここで軍功を挙げた義氏
は幕府直轄領（御分国）である三河国の守護
ばってき

に抜擢されます。義氏は一族を挙げて矢
たかうじ

作川流域に集住させ、後に足利尊氏が鎌
はん き ひるがえ

倉幕府に反旗を翻した時には、西三河の
一門が結集し大きな力となったのです。

問題8
うつ きょじょう かま

三河国に移った足利氏の一門は、居城を構えた土
みょう じ むろまち

地の名を名字とし、室町～戦国時代には、細川氏
に き

や仁木氏などの有力な大名となってゆきます。
ぞく

次の中で、足利一門に属さない氏はどれでしょう
か？

いっしき

⑴ 一色 ⑵ 今川
き ら

⑶ 吉良 ⑷ 前田

解説 矢作川流域に領地を得た足利一門は、そ
なが

の地名を名字としました。仁木、細川、長
せ うえ じ

瀬、上地、吉良、今川、一色などが有名です。前田
まえ だ としいえ お わりのくに

氏は前田利家で有名ですが、先祖は尾張国荒子に所
領地を持つ国人衆であったと伝えられます。矢作川

ひ かんしゅう

流域には足利氏の被官衆
（家臣団）も多く居住しま

だいもん

した。特に岡崎市大門付
くらもち すご う がわ

近には倉持氏、菅生川北
岸・南岸（矢作東宿）には
こう あお う

高氏、額田山中には粟生
氏が根を下ろしました。

や つるぎ

大門にある八剣神社に足
利尊氏の石宝塔が存在す
るのもこのような背景か
らでしょう。

足利義氏肖像
（鑁阿寺蔵／足利市） 足利尊氏石宝塔（八剣神社／岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題9
じ しゅう そう とく あ み しょこく あんぎゃ のち

時宗の僧 徳阿弥と称して諸国を行脚した後、三
か も ぐん ざ え もん け よう し

河国加茂郡松平郷の松平太郎左衛門家に養子に
だれ

入ったと伝わる、新田系松平氏の初代は誰でしょ
うか？

ありちか ちかうじ

⑴ 有親 ⑵ 親氏
ひろちか よしいえ

⑶ 広親 ⑷ 義家

解説 松平初代 親氏は、その経歴を巡って様々
な説があり明らかではありません。『松平

ゆいしょがき る ろう じ しゅう

由緒書』によれば、親氏は諸国を流浪する時宗の僧
で、名を徳阿弥と称していました。徳阿弥は松平太

げんぞく

郎左衛門の養子となり還俗して親氏と称します。そ
きんりん し だい

して近隣の村々を支配しながら次第に勢力を強めて
いったのです。親氏は額田の山中を切り開きながら
なかやましちみょう

「中山七名」と呼ばれる豪族たちを従え、やがて菅生
川の上流に到達し
ました。ここから
の舟運によってそ

たくわ

の財力を蓄えたと
も考えられます。

いしずえ

松平氏発展の礎を
築いたのです。

問題10
のぶみつ お じ やすちか

松平三代 信光は、二代目の叔父 泰親とともに三
さんかん ぶ ごう はか

河山間部の松平郷から矢作川流域への進出を図り、
しろ かま

岡崎の北部に城を構えました。何という城でしょ
うか？

い だ じょう いわ づ

⑴ 井田城 ⑵ 岩津城
とうじょう

⑶ 岡崎城 ⑷ 東条城

解説 松平初代 親氏はその勢力を広げました
ともえ

が、矢作川の支流で松平郷の西を流れる巴
がわ よう い

川流域には加茂郡の豪族たちが城を構えており容易
あと つ

に進出することができませんでした。親氏の跡を継
いだ二代 泰親は親氏の子である信光と共に松平郷

こころ

から岡崎平野への進出を試
み、岩津地域の豪族 中根
たいぜん

大善を滅ぼして進出に成功
したのです。やがて泰親の
跡を継いだ信光は三代目の
当主となり、岩津城を築き
ました。そして一門を岩津
城の周囲に住まわせ守りを
強固なものに（岩津七城）、

ぼ だい じ しんこうみょう

さらに菩提寺として信光明
じ

寺を建立、その結束力を強
化したのです。松平親氏木像（松平郷館／豊田市） 岩津城址碑（岡崎市岩津町）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題11
ちかただ

松平四代 親忠は、応仁の乱以後この地方で起こっ
あらそ ちんあつ そんざいかん

た争いを鎮圧し、一門のリーダーとしての存在感
うじがみ

を高めました。親忠が、一族の氏神として、また、
ぶ うんちょうきゅう き がんじょ そうけん

武運長久の祈願所として創建した寺社はどこで
しょうか？

い が

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 岡崎八幡宮
せんげん ろくしょ

⑶ 浅間神社 ⑷ 六所神社

解説 松平四代 親忠は初めから信光の跡を継
いだわけではありませんでした。岩津城に

ちかなが

は信光の長男である親長がいましたが（※「三河物
語」より。他に親忠の長男とする説もあり）、応仁の
乱（1467年）後、加茂の豪族たちにより、この地域で

い だ の がっせん ちんあつ

起こった「第一次井田野合戦」を鎮圧した三男の親忠
が、一門のリーダーとして認められるようになった
と考えられます。そして文明2年（1470）には松平氏
の祈願所として、
一族の結束を期
して創建された
のが伊賀八幡宮
でした。

問題12
せい よ ぐ ていしょうにん かい き

勢誉愚底上人を開基に、松平四代 親忠が一族の
ぼ だい じ

菩提寺として創建した寺社はどこでしょうか？
しんこうみょう じ だいじゅ じ

⑴ 信光明寺 ⑵ 大樹寺
ほうこう じ ほうぞう じ

⑶ 方広寺 ⑷ 法蔵寺

そう け

解説 文明7年（1475）、松平四代 親忠は宗家
の菩提寺として大樹寺を創建しました。親

き え し だん

忠は、以前からその教義に深く帰依し、師檀の関係
せい よ ぐ てい

を持っていた勢誉愚低を呼
かも だ

び寄せて開山とし、鴨田に
どう う

あった自分の居館跡に堂宇
を建立したと伝えられます。
これが大樹寺です。「大樹」
とは中国の言葉で「将軍」を
意味しています。松平一族
からいずれ将軍が誕生する
ことを念じていたのでしょ
うか。開山の時の様子を記
した大樹寺の史料（「開山式
定」）によれば、多くの松平

ほう が ちょう つら

一門が奉加帳に名を連ねて
いることがわかります。

伊賀八幡宮随神門（国重文／岡崎市） 勢誉愚底像（大樹寺蔵／岡崎市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題13
きよやす ほんきょ

松平四代 親忠から七代 清康までが本拠を置いた
城はどこでしょうか？

あんじょう

⑴ 安城城 ⑵ 岩津城
さくら い にし お

⑶ 桜井城 ⑷ 西尾城

解説 松平三代 信光は文明3年（1471）に安城
うば

城を奪いました。これにより安城松平家が
始まると伝えられますが、親忠は文明7年（1475）に
大樹寺を創建したとされており、親忠が安城城に
移った正確な時期は明らかではありません。しかし

ながちか

親忠が安城松平家として宗家を継ぎ、五代 長親、
のぶただ

六代 信忠、そして七
きよやす

代 清康と安城松平家
せ しゅう

が宗家を世襲したのは
確かです。清康は岡崎

きょてん

城を拠点にした後も安
城宗家を名乗っていた

た ほうとう

様子が、大樹寺多宝塔
めいぶん

の心柱銘文に記された
せ ら た

「世良田次郎三郎清康
安城四代岡崎殿」から
も分かります。

問題14

松平七代 清康が本拠地を岡崎に移すにあたって
やまなかじょう ぜ こう し じょう ぜい

の山中城攻めで功があり、岡崎城下の市場の税を
めんじょ

免除して諸国から商人を集め、松平家の新しい城
ただしげ

下町の発展にも功績があった忠茂とは、家康公の
か しん だれ そ ふ

家臣の誰の祖父でしょうか？
おお く ぼ ただ よ さか い ただつぐ

⑴ 大久保忠世 ⑵ 酒井忠次
とり い もとただ ほん だ ただかつ

⑶ 鳥居元忠 ⑷ 本多忠勝

う つのみや し

解説 大久保氏の先祖は宇都宮氏を名乗り、南
かみ わ だ

北朝争乱の時代に上和田付近（岡崎市上和
う つ し

田町）に居住したと伝わります。後に宇津氏を名乗
やまなかじょう

り、松平清康が山中城に進出した際に功績のあった
ただしげ

忠茂の時に大久保（大窪）姓になりました。忠茂は清
いち ますとり

康から市の「枡取」（税の管理権）を得、本格的な市を
開いたと伝えられます。以

ふ だい か しん

後、松平家の譜代家臣とし
て代々仕えることになりま
すが、特に家康公の父 松
平広忠が岡崎城を追われて

ただ

いた時、忠茂の子である忠
とし き かん

俊が広忠の帰還のために活
躍したことは有名です。忠

おい ただ よ

俊の甥が忠世であり小田原
城主となります。

大久保氏の先祖 宇都宮泰藤の
供養碑（妙国寺／岡崎市宮地町）大樹寺多宝塔（国重文／岡崎市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題15
ぜ

松平清康が正月に見たと伝えられる、「是の字」を
にぎ ゆめ りゅうけいいん も がい お しょう

握っている夢の意味を、龍渓院の摸外和尚はどの
かいしゃく

ように解釈したのでしょうか？

⑴ これから行うことが、「是」（正しい）という意味
ひ

⑵ 是は握りつぶして、「非」（正しくないこと）を
行え、という意味

⑶「是非」ともにすべてのことが思いどおりにな
るという意味

てん か びと

⑷ 日の下の人を握ったことで、「天下人」を手の
中にしたという意味

解説 家康公の祖父である松平清康は、松平宗
家の中では最も勢力を広げた武将でした。

「是の字の夢」は、清康が拠点を菅生川の南にあった
りゅうとうざん きょうろく

居館から現在の位置（龍頭山）に移す年、享禄3年
（1530）の正月に見たものと伝えられます。是の字の
意味を「日下人＝天
下人」と説いた龍渓
院の模外和尚を開山

りゅうかいいん

として龍海院を創建
し、居城を移した清
康は新たな気持ちで
東三河の統一に乗り
出しました。

問題16
る ろう ちゃくなん

幼くして父 清康を亡くし流浪の身となった嫡男
ひろただ ふっ き

の広忠は、誰の助けを受けて岡崎城主に復帰でき
たのでしょうか？

いまがわよしもと お だ のぶひで

⑴ 今川義元 ⑵ 織田信秀
たけ だ しんげん ほうじょううじやす

⑶ 武田信玄 ⑷ 北条氏康

もりやま おう

解説 松平七代 清康が尾張国守山の陣中で横
し わず

死した時、子の広忠は僅かに10歳の少年で
した。誤解からとはいえ、清康を斬った阿部弥七郎

さだよし

の父 定吉は、安城桜井の松平信定によって岡崎城
ともな い せ とおとうみ する が

を奪われた広忠を伴い諸国（伊勢、遠江、駿河）を流
えんじょ

浪します。その際に今川義元の援助を受けたと伝え
られています。2年後、
とうじょう き ら し

東条吉良氏の支援を受
けた広忠は、義元の後

だて

ろ盾もあり、無事、岡
崎城に帰還することが
できました。広忠は生
涯その恩を忘れず今川
方に属し、西三河への
進出を強めていた尾張

お だ し

の織田氏と対立するこ
とになります。

「是の字寺」龍海院（岡崎市明大寺町） 今川義元像（臨済寺／静岡市）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題17

家康公が生まれた時代はどのような時代だったの
でしょうか？

むろまちばく ふ ぶ け

⑴ 室町幕府の力が全国に及び、安定した武家政
治が行われていた。

だいみょう ぶ しょう

⑵ 応仁の乱が起こり、全国の大名や武将が東軍
と西軍に分かれ争っていた。

⑶ 戦国時代の真っただ中であり、各地に有力な
ぐんゆうかっきょ

戦国大名が群雄割拠していた。
のぶなが てん か とういつ

⑷ 織田信長による天下統一事業が進んでいた。

やま な し

解説 応仁元年（1467）に京都で細川氏と山名氏
そうらん

による騒乱が勃発してから、その影響は全
ひんぱつ

国に波及し各地で在地武士たちによる争いが頻発す
るようになりました。これらの争いは主に領地を広
げるという野心的なものが多かったのですが、主君

ちつじょ くず げ こくじょう

と家臣という秩序も崩れ、いわゆる「下克上」と呼ば
れる弱肉強食の時代になっていったのです。16世紀
に入ると、優秀な統治者が地域をまとめ始め、次第

ようそう てい

に群雄割拠の様相を呈する
ようになります。今川、武
田、上杉、後北条氏などが
代表的な戦国大名です。家
康公はこのような時代に生
まれたのです。

問題18
せいたん

家康公生誕の年に、岡崎では織田氏と今川氏によ
がっせん ぼっぱつ

る大きな合戦が勃発していました。何という合戦
でしょうか？

あ ず きざか い だ の

⑴ 小豆坂の合戦 ⑵ 井田野の合戦
かに え ひ ぢか

⑶ 蟹江合戦 ⑷ 日近合戦

のぶひで

解説 織田信長の父 信秀は尾張国内で勢力を
伸ばすと、西三河の矢作川流域への進出を

試みました。天文9年（1540）には、もともと松平宗
家の居城であった安城城を攻略、危機感を強くした

だっかん

岡崎城の松平広忠は、安城城の奪還を期して兵を出
しますが大敗してしまいます。その後は周辺の松平

し めん そ か

一門も織田方に従うようになり、四面楚歌の状態に
なった広忠は駿河の今川義元に救援を求めました。
天文11年（1542）8月、織田信秀と今川義元は小豆坂
で激突、双方が多

ぎ せいしゃ

くの犠牲者を出し
ながら痛み分けと
なりました（第一
次小豆坂合戦）。
この年の12月、家
康公は誕生したの
です。分国法「甲州法度之次第」

（東京大学法制資料室）
信玄の領国支配を進めた分国法。 小豆坂古戦場碑（岡崎市羽根町）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題19
お だい たん

家康公の母 於大が、乱世を収める強い男子の誕
じょう き がん

生を祈願したと伝わる寺社はどこでしょうか？
い せ す わ

⑴ 伊勢神宮 ⑵ 諏訪神社
ほうらい じ やく し どう りょうごん じ

⑶ 鳳来寺薬師堂 ⑷ 楞厳寺

えん ぎ

解説 「鳳来寺縁起」によれば、家康公の母 於
大は鳳来寺薬師堂に参り、強い男子の出生

やく し にょらい

を祈願したと伝わります。薬師如来は人々を苦しみ
しんぽう

から救う仏として古代から信奉された如来ですが、
まわ

通常その周りには十二体の守護神が守っています。
薬師如来の十二の大願に
応じて、それぞれが十二
の年（時間や月、方角な
ど）を守るといわれ、そ
のため十二支が配当され
ています。家康公が生ま

とらどし

れたのが寅年であること
から、鳳来寺薬師堂の十
二神将の内、寅年の守護

しん だ ら こつぜん

神「真達羅大将」が忽然と
消えた伝承が残ります。

問題20
でんせつ

家康公生誕にまつわる伝説には、当時の人々の思
いや願いが表されています。生誕の時に、岡崎城

のぼ

本丸の井戸から天に立ち昇ったと伝わるものは何
でしょうか？

きんりん りゅう しん だ ら たいしょう

⑴ 金鱗の龍 ⑵ 真達羅大将
ふうじん らいじん ほうおう

⑶ 風神・雷神 ⑷ 鳳凰

ちん ざ たつ き

解説 岡崎城本丸に鎮座する龍城神社の社伝に
たつ が い

は、家康公生誕の時に本丸井戸「龍ヶ井」か
ら金鱗の龍が天に立ち昇ったと記されています。こ
の伝説はもともと岡崎城の位置する丘が「龍頭山」と

りゅう が じょう

呼ばれ、岡崎城を別名「龍ヶ城」と呼んでいることか
らも考えられる内容です。乱世に苦しむ当時の人々
の祈りや願いが表さ
れているのであり、
岡崎城の松平宗家も
非常に苦しい状況
だったことを考える
と、このような伝承
が残されたのでしょ
う。家康公の生誕に

たく

願いを託す当時の
人々の祈りが伝わっ
てくるようです。真達羅大将（鳳来寺本堂／新城市） 龍ヶ井（岡崎城本丸／岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題21
よう す えが とうしょうしゃえん ぎ え まき

家康公生誕の様子が描かれた「東照社縁起絵巻」
にっこうとうしょうぐうぞう うぶ

（日光東照宮蔵）には、偉人の出生伝説に因み、産
や

屋に、ある動物が描かれています。それは何でしょ
うか？

うま さる

⑴ 馬 ⑵ 猿
とら きじ

⑶ 虎 ⑷ 雉

解説 『東照社縁起絵巻』には、竹千代の誕生を
喜ぶ女性たちのすぐ隣の部屋に二頭の馬が

しょうとくたい し

描かれています。イエス・キリストや聖徳太子など、
えいゆう うまや

英雄は厩（馬小屋）で産まれるという伝説になぞらえ
たものでしょう。キリストも太子も後には信仰の対

とうしょうだいごんげん

象にもなっており、東照大権現として神となった家
けん い ねら

康公に、一層の権威を付けることを狙ったものと考
かんえい かの う たんゆう

えられます。縁起絵巻は寛永12年（1635）、狩野探幽
によって製作が始まりました。祖父を敬愛していた
三代将軍 家
光の意向が強
く反映されて
いると考えら
れます。

問題22
さい たけ ち よ ひとじち

6歳になった家康公（竹千代）は今川家の人質とし
すん ぷ しずおか た はら と だ やす

て駿府（静岡市）に向かう途中、田原城主の戸田康
みつ た け

光により他家に送られてしまいます。家康公が送
られた先はどこだったでしょうか？

お わり か い

⑴ 尾張 織田家 ⑵ 甲斐 武田家
きたばたけ さ が み

⑶ 伊勢 北畠家 ⑷ 相模 北条家

解説 東三河に勢力を持っていた戸田氏でした
が、勢力を拡大する松平氏に押されていま

ぼつらく

した。松平氏が清康死後没落すると、戸田氏も松平
しんじゅう

氏とともに今川氏へ臣従していました。戸田康光の
ま き ひめ けいしつ

娘 真喜姫は広忠の継室となっており、信用のおけ
ね がえ

る相手であったはずでしたが、織田氏へと寝返って
しまいました。怒った今川義元は、康光を討ち取り、

おこ

戸田家は滅びてしまいました。しかし、別の家を興
していたため、寝返りに同調しなかった康光の次男
は、後に家康公に
仕え、譜代大名と
なっていきます。

「東照社縁起絵巻」より（日光東照宮蔵）
右上に白と黒の馬が描かれている。 長興寺戸田氏一族の廟所（田原市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題23
こうかん

2年後、人質交換で改めて駿府に送られた竹千代
そっきん む り なん

が、岡崎から付き従った側近の鳥居元忠に無理難
だい めい えんがわ け

題を命じ、できなかった元忠を縁側から蹴り落と
いつ わ

したという逸話が伝わります。どのような命令
だったのでしょうか？

そだ

⑴ 犬を馬のように育てよ
ねこ

⑵ 猫を虎のように育てよ
へび

⑶ 蛇を龍のように育てよ
も ず たか

⑷ 百舌鳥を鷹のように育てよ

けん い しょうちょう たか が

解説 古来より権威の象徴でもあった鷹狩りは、
次第に武士階級への広がりを見せていたも

のの、人質という身分である竹千代にとって鷹は手
ぜいたくひん

の届かない贅沢品でした。そこですでに側近として
仕えていた鳥居元忠に「百舌を鷹のように育てよ」と
命じたのですが、当然のように失敗してしまい、元

け

忠は縁側から蹴り落と
されてしまいます。そ
れを聞いた元忠の父
ただよし が まん

忠吉は、我慢した元忠
ほ

を褒めると共に、竹千
代に対しても「大将の

ぜっさん

器」と絶賛したのでし
た。

問題24
じゅうしん ぐん

竹千代が駿府で教育を受けた今川家の重臣で、軍
し りんざいしゅう めいそう

師であり臨済宗の名僧でもあったのは誰でしょう
か？

うんけい たいげんせっさい

⑴ 運慶 ⑵ 太原雪斎
とう よ しょうにん やまもとかんすけ

⑶ 登誉上人 ⑷ 山本勘介

うじちか

解説 今川氏親のころ、大きく発展した今川家
うじてる そうせい

も、氏親の跡を継いだ氏輝が早世すると、
しゅっ け あと め

出家していた二人の弟が跡目をめぐり、対立してし
のち

まいます。この時勝利した、後の義元を支援してい
たのが太原雪斎です。義元
が僧となるための修行に同
行し、また還俗後も常に義
元を支え続け、内政・外
交・軍事と全てにおいて活

こく い

躍した、今川家の「黒衣の
さいしょう

宰相」とも言える人物です。
今川義元が桶狭間で織田信
長に敗死したのは、軍師
雪斎が亡くなった5年後の
ことでした。

鳥居元忠像（常楽寺蔵／栃木県壬生町） 太原雪斎像（臨済寺／静岡市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題25
げんぷく たまわ もとのぶ な の

元服して、今川義元の一字を賜り元信を名乗った
せいしつ つま むか

家康公が、正室（妻）に迎えたのはどのような立場
の女性だったでしょうか？

よしてる ようじょ めい

⑴ 将軍 足利義輝の養女 ⑵ 今川義元の姪
とよとみひでよし

⑶ 織田信長の妹 ⑷ 豊臣秀吉の娘

つきやまどの

解説 元服した元信の正妻となった築山殿は、
せ な し せきぐちよしひろ

今川一門の瀬名氏出身 関口義広の娘です。
母は今川氏親の娘であり、義元の姪となります。こ

こんいん

の婚姻により、元信は義元の近い親族となり、今川
家中での立場を強めていきます。元信の素質を認め
るとともに、松平
家をよりいっそう

さん か

今川傘下に取り込
みたかったので
しょう。しかし、
桶狭間の戦いで義
元が討死した後、
松平家が独立に動
くと、関口義広は

うじざね

今川氏真から切腹
を命じられ、両者
の血縁は薄れて
いったのでした。

問題26
ぶ めい もとやす かいめい

祖父 清康の武名にあやかり元康と改名した家康
ういじん てら べ

公は、初陣で三河 寺部城を攻めました。義元の
命令で寺部城を攻めた理由はなんだったでしょうか？

そう け したが さくら い のぶさだ

⑴ 松平宗家に従わない桜井の松平信定が寺部城
に立てこもったため

⑵ 織田方の寺部城主 鈴木氏が今川方の安城城
を攻めたため

ね

⑶ 今川方だった寺部城主 鈴木氏が織田方に寝
がえ

返ったため
ぜんせん き ち

⑷ 今川の前線基地として、尾張に近い寺部城が
欲しかったため

解説 桶狭間の戦いで今川家と織田家の間には
圧倒的な戦力差があったようにイメージさ

きっこう

れがちですが、実際には両家の戦力は拮抗していま
した。中小の領主は、三河の地を巡り争う両家の間

り はん ふくぞく く

で離反・服属を繰り返します。寺部の鈴木氏もその
一つで、今川から離反して織田についたことを理由
に攻撃の命令が下されたので
した。この初陣で元康が予想
を上回る戦功を挙げたことを

ほう び

喜んだ義元は、元康に褒美と
やまなか

して三河国額田 山中の旧領
かんもん

三百貫文を返還しています。
「築山殿」通称のもと「築山稲荷社」（岡崎市中町）

菅生郷築山に居住していたという。
寺部城址「寺部陣屋跡」
（豊田市寺部町）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル

30 31



問題27
おけはざ ま う

桶狭間の合戦で今川義元が織田信長に討たれた頃、
せんじん ひょうろう い

先陣で兵糧入れを命じられていた元康は尾張のど
しろ

この城にいたでしょうか？
おおだか きよ す

⑴ 大高城 ⑵ 清洲城
な ご や なる み

⑶ 名古屋城 ⑷ 鳴海城

きょてん

解説 今川義元は尾張国進出の拠点として、鳴
しゅちゅう

海城と大高城を手中に収めていました。と
とりで

ころが信長の築いたいくつかの砦に囲まれ、食料や
物資の補給が困難になってしまったのです。義元は
救援要請のあった大高城に兵糧を運び込む任務を
「先陣」として若い元康に与えたのでした。砦の下を
通らなければならない困難な務めを果たした元康は、

きょじん

大高城に居陣して義元本隊の到着を待っていたので
す。

問題28
うちじに たい

今川義元 討死の知らせを受けた元康は岡崎へ退
きゃく まわ てき かこ

却し、大樹寺に入ります。回りを敵に囲まれ、先
はか じ がい

祖代々の墓の前で自害しようとする元康でしたが、
とう よ しょうにん こと ば さず たいへい きず

登誉上人にある言葉を授けられ、泰平の世を築く
こころざ

ことを志します。それは何という言葉だったで
しょうか？

おん り え ど ごん ぐ じょう ど てんじょうてん か ゆい が どくそん

⑴ 厭離穢土 欣求浄土 ⑵ 天上天下 唯我独尊
な む あ み だ ぶつ な む みょうほうれん げ きょう

⑶ 南無阿弥陀仏 ⑷ 南無妙法蓮華経

げんしん え しんそう ず おうじょうようしゅう

解説 源信（恵心僧都）による『往生要集』の中に
けが

見られる「厭離穢土 欣求浄土」とは、穢れ
いと はな

た現世を厭い離れ、清浄な浄土を願い求めるという
へいおん つか ま

意味です。戦争に明け暮れ、平穏な時間が束の間で
しかない戦国の世の中から、恒久的な平和へと導く

し しん

ために戦う。義元討死によって指針を失い、絶望を
抱えていた元康
にとって、この
言葉は生きる意
味、戦う目的と
なりました。以
来、家康公はこ

はたじるし

の八文字を旗印
として採用して
います。

往生要集「厭離穢土」の図（東京国立博物館蔵）
地獄の様子が描かれる。大高城「二の丸」跡（名古屋市緑区大高町）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題29

今川家から独立した元康は、尾張の織田信長と軍
どうめい

事同盟を結びます。この「清洲同盟」とは、どのよ
うなものだったでしょうか？

⑴ 徳川は織田の天下平定に協力する
⑵ 織田は徳川の天下平定に協力する
⑶ 天下平定に向け、対等に協力しあう
⑷ 徳川は織田の家臣となって戦う

解説 清洲同盟は本能寺の変で信長が死去する
までの21年間、1度も破られることの無

かったという、当時としては非常に珍しいものでし
た。信長の勢力が圧倒的なものとなってきた頃には
じゅうぞくてき

従属的な関係性へと変化しつつあったものの、対等
な立場でお互いに協力し合い、織田は西へ、松平は

かんきょう

東へ専念できる環境が出来上がりました。この同盟
ひ

が結ばれなければ、両家が戦国大名として大きく飛
やく

躍することはな
かったでしょう。

さんえい

また「愛知の三英
けつ

傑」を生んだきっ
かけになったのも
この同盟があった
からでしょう。

問題30
いっこういっ き

元康から家康に改名した家康公を三河一向一揆が
おそ しょうがい

襲います。三河一向一揆は家康公の生涯における
き き

大きな危機のひとつに数えられますが、それはど
のようなことからでしょうか？

いっ き がわ らくじょうすんぜん

⑴ 一揆側に岡崎城を攻められ、落城寸前まで追
つ

い詰められたから
やぶ

⑵ 一揆側に敗れ、討ち死にしそうになったから
ふ だい に ぶん

⑶ 譜代の家臣団が一揆側と家康側に二分して戦
うことになってしまったから

りょう

⑷ 三河の寺院のほとんどが一揆側に味方し、領
みん てきたい

民も家康公に敵対したから

ちゅう ぎ ほとけ しんこう

解説 主君への忠義か、仏への信仰か。三河一
に ぶん

向一揆ではどちらを選ぶかで家臣団が二分
され、争うこととなってしまいました。酒井、石川、
本多、鳥居などの有力な家臣からも敵方へ回る者が
出てしまいました。さらに反家康派の武将や一門衆

か たん

が一揆方に加担したことにより、戦いは拡大してい
きますが、次第に家康公側が優勢になり、また和議

じょう ほ

の条件を譲歩したこともあり、およそ半年で終結し
ます。家中の結束を強固なもの
とし、有力な武将を失わずに取
り込むことで、強い松平家を築
くことを優先したのでした。

清洲城本丸跡（清須市）
現在の模擬天守の対岸が本来の清洲城址。

三河一向一揆絵図
（「改正三河後風土記」より）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題31

次の松平家臣団のなかで、一揆側ではなく、家康
公に味方したのは誰でしょうか？

なつ め よしのぶ

⑴ 酒井忠次 ⑵ 夏目吉信
まさのぶ わたなべもりつな

⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

解説 松平家とは親族である酒井家の武将であ
りながら、一揆方に味方したのが忠次の叔

ただなお うえ の さかき

父（兄とも）忠尚です。上野城主であった忠尚は、榊
ばらやすまさ きよまさ ひき

原康政の兄 清政らを率い、家康公に反逆します。
しかし、一揆が収束すると忠尚は駿府へ逃れ、その
後の消息が不明となってしまいます。『三河物語』で

ひってき

は家康公に匹敵する
けんせい

ほどの権勢を持って
いたことが記されて
いますが、忠尚の系
統は絶たれてしまい、
逆に家康公に味方し
た忠次は家康公の側
近として数多くの活
躍を残していきます。

問題32
しず め ざ

一向一揆を鎮め、三河統一を目指す家康公は、民
こうりききよなが しげつぐ やすかげ

政の充実を図り、高力清長・本多重次・天野康景
の三人を内政官として設置します。この三人を総
称して何と呼ぶでしょうか？

さんけつ さん ぶ ぎょう

⑴ 徳川三傑 ⑵ 三河三奉行
みつぞなえ やま が さんぽうしゅう

⑶ 三備の制 ⑷ 山家三方衆

解説 一向一揆が収束し、家中の結束が強まる
さら

中、家康公は軍制の再整備を行い、更なる
みつぞなえ

飛躍を目指します。「三備の制」を採用し、東西三河
はたがしら

旗頭のもとに、まとまった部隊を編成するとともに、
しんえいたい はたもとさき て やく

強力な親衛隊ともいえる旗本先手役を手元に確保し
ほとけこうりき おにさく ざ

ます。その一方で、「仏高力 鬼作左 どちへんなし
あま の さんぺい うた

の天野三兵」と後に謡われたように、性格の異なる
3人の武将を内政官として設置します。この三河三

さんしゃさんよう

奉行が三者三様の
民政を行い、領民
の生活向上に大い

こうけん

に貢献しました。
家康公の人材登用

たく かい ま

術の巧みさが垣間
見えます。

隣松寺（豊田市幸町）
一揆の際、家康公が本陣を置いたとされる。

本多（作左衛門）重次生誕地碑
（犬頭神社／岡崎市宮地町）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題33
へいてい ちょうてい じゅ ご い のげ み

三河を平定した家康公は、朝廷から従五位下 三
かわのかみ

河守に任じられ、姓を「松平」から先祖が名乗って
ふく

いたとされる「徳川」に復すことを許されました。
戦国大名 徳川家康の誕生です。このとき、家康

なんさい

公は何歳だったでしょうか？

⑴19歳 ⑵25歳
⑶29歳 ⑷35歳

解説 19歳で今川家から独立して6年。すでに
いただ す

今川義元から頂いた元康の名を捨て家康を
名乗っており、一向一揆を乗り越え、祖父 清康が
果たした三河統一をも果たした今、徳川の姓を名乗

まつえい

ります。源氏一族新田氏の庶流、世良田氏の末裔、
とくがわごう

先祖は得川郷の出ゆえに徳川を名乗り、朝廷から三
じょにん

河守の叙任も許されました。この時から「徳川家康」
が誕生、時に25
歳。岡 崎 か ら
堂々と戦国大名
が立ち上がり、
この時から50年
の生涯を江戸泰
平に向けて生き
ます。

問題34
うじざね こうふく とおとうみ

今川氏真が降伏し、三河、遠江の大名となった家
ほんきょ はままつ

康公は本拠を浜松城に移しました。家康公に代わ
り、岡崎城の城主となったのは誰でしょうか？

いしかわかずまさ

⑴ 石川数正 ⑵ 酒井忠次
のぶやす

⑶ 本多重次 ⑷ 松平信康

解説 今川攻略のため、当初、大井川を境に今
川領を分割するという条件で甲斐の武田信

玄と手を組んでいた家康公でしたが、武田家が約束
たが

を違え、遠江へ侵攻する動きを見せていたため、手
切れとなっていました。そこで、今川家滅亡後は東

そな

の武田家に備えるために、浜松へと居城を移したの
ちゃくなん

です。岡崎城主には嫡男の信康を置き、石川数正や
ひらいわちかよし そば

平岩親吉らを傍に置きました。信康は祖父 広忠と
同様に岡崎三郎を名乗っており、岡崎の領主として
の強い意識が見
て取れます。

徳川家康木像（国重文／知恩院蔵）
若き家康公の表情に近いのではないか。 岡崎三郎信康像（勝蓮寺蔵／岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題35

家康公は浜松時代に次の4つの大きな合戦をしま
じゅんばん

すが、順番が正しいのはどれでしょうか？
み かた が はら あねがわ こ まき なが く て ながしの したらがはら

⑴ 三方ヶ原→姉川→小牧・長久手→長篠・設楽原
⑵ 三方ヶ原→小牧・長久手→姉川→長篠・設楽原
⑶ 姉川→三方ヶ原→長篠・設楽原→小牧・長久手
⑷ 姉川→長篠・設楽原→三方ヶ原→小牧・長久手

めいゆう

解説 浜松に移った家康公に、盟友 織田信長
き き せま

の危機が迫ります。室町幕府十五代将軍
あしかがよしあき ほう い もう

足利義昭の呼びかけに応じた大名による信長包囲網
です。家康公はこれに応じず織田家と協力して、姉
川の戦いで浅井・朝倉
連合軍と、三方ヶ原の
戦いで武田信玄と、そ
して長篠の合戦では信

かつ

玄の後を継いだ武田勝
より

頼と戦います。武田家
が滅亡した後に本能寺
の変で今度は信長が亡
くなると、織田家臣と

は

して勢力を伸ばした羽
しばひでよし

柴秀吉との間で小牧・
長久手の戦いが繰り広
げられたのです。

問題36
てんしょう

天正7年（1579）、家康公は信長の命令により正室
つきやまどの しょだん

の築山殿と嫡男の信康を失います。この処断の理
ないつう

由のひとつが、敵に内通したというものですが、
敵とは誰のことでしょうか？

あしかがよしあき さな だ まさゆき

⑴ 足利義昭 ⑵ 真田昌幸
たけ だ かつより ほんがん じ けんにょ

⑶ 武田勝頼 ⑷ 本願寺顕如

解説 信康の妻、徳姫が父の信長に送ったとさ
れる12箇条の手紙があります。内容の全て

が伝わっているわけではありませんが、信康の悪行
や、築山殿が武田勝頼と内通していることなどが記

おもむ

されていたとされます。使者に赴いた酒井忠次はそ
の内容を否定できず、
結果両者は死罪と
なったと伝わります。
信康と徳姫の間に男
児はいませんでした
が、2人の女児がお

くまひめ

り、妹の熊姫は本多
ただまさ

忠勝の嫡男 忠政の
正室となりました。

姉川合戦屏風より「家康本陣」部分
（福井県立博物館蔵） 武田勝頼像（高野山持明院蔵）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題37
ほろ するがのくに

天正10年（1582）、武田氏が滅び、信長より駿河国
かみがた

を与えられた家康公は、信長に招かれ上方に上り
ほんのう じ あけ ち みつひで う

ましたが、京 本能寺で信長が明智光秀に討たれ
い が ご

てしまいました。家康公は急ぎ伊賀越えで岡崎に
もど いっこう

戻りますが、そのとき、家康公一行はどこにいた
のでしょうか？

ち おんいん ふし み

⑴ 京都 知恩院 ⑵ 京都 伏見
せんしゅう さかい や ま とこおりやま

⑶ 泉州 堺 ⑷ 大和郡山

のこ ほんじょう そ

解説 近年、明智光秀の家臣の遺した『本城惣
う え もんおぼえがき

右衛門覚書』により、明智の軍勢が京へと
とうばつ

向かっているのは徳川討伐の為であると、光秀の家
臣たちは認識していたことがわかってきました。本
能寺の変については様々な説があり、その真実は不
明ですが、京を訪れた家康公一行は、一週間におよ

わず

ぶ滞在の後、堺見物へと出かけ、僅か一泊の滞在で
出立しています。そしてその時に本能寺の変が勃発、

ちゃ や きよ

家康公一行は茶屋清
のぶ はっとりまさなり

延や服部正成の活躍
もあって伊賀越えを
かんこう

敢行、無事、岡崎ま
で帰ることが出来ま
した。

問題38
お だ のぶかつ たす な

家康公は信長の二男 織田信雄を援け、信長亡き
たいとう は しばひでよし

後、台頭してきた羽柴秀吉と小牧の地で対決をし
ます。長久手での局地戦で勝利した家康公でした

こう わ よ ぎ

が、秀吉との講和を余儀なくされました。それは
なぜでしょうか？

⑴ 秀吉軍が岡崎城に攻め入ったから
きょてん せんきょ

⑵ 織田信雄の拠点である清洲城が占拠されてし
まったから

わ ぎ つか

⑶ 朝廷から和議の使者が遣わされたから
いくさ ようせい

⑷ 戦の協力を要請してきた信雄が秀吉と単独で
わ ぼく たい ぎ めいぶん

和睦し、大義名分を失ったから

解説 小牧・長久手の合戦は、秀吉と家康公が
てん か いっとう まさ

この後の天下一統を決定付ける、正に「天
下分け目の合戦」であったと評価されています。信

とうかく あらわ

長の後継者として頭角を現した秀吉に対し、信長二
か かん いど

男の信雄の要請もあり果敢に挑みかかっていったの
です。戦いは犬山―小牧―長久手と尾張の広範囲に
わたって繰り広げられました。家康公は長久手の合
戦で勝利しますが、その後、北

み の

伊勢から美濃を攻められた信雄
が単独で秀吉と講和し、戦の大

てい

義を失くした家康公は秀吉と停
せん わ ぼく

戦、和睦をします。
小牧山からの眺望。信長が築城し
た要害で家康公が本陣を置いた。妙国寺（堺市）家康公一行の宿泊地

解答… ⑶ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題39
かんぱく

関白となった豊臣秀吉の妹を正室に迎え、秀吉に
しんじゅう

臣従し、5ヶ国の大名となった家康公は本拠を浜
松から移します。それはどこでしょうか？

お だ わら こう ふ

⑴ 小田原 ⑵ 甲府
⑶ 駿府 ⑷ 伏見

解説 家康公にとって、人質とはいえ幼少期か
なつ

ら青年期を過ごした駿府は懐かしい第二の
ふるさと

故郷だったのかも知れません。三河、遠江、駿河に
か い しな の

加え、新たな領国となった甲斐、信濃には、まだ武
い しん

田の遺臣たちも残っています。この2ヶ国の経営を
重点的に行うにあたり、重要な拠点となるのが駿府

じょうかく

でした。天正14年（1586）、城郭を整備した家康公は、
29歳から45歳までの激動の17年間を過ごした浜松か
ら、その居城を駿府に移しました。

問題40
こうふく

秀吉の小田原攻めの結果、家康公は降伏した北条
りょうごく かんとう くに が

氏の領国であった関東に国替えになります。家康
公が初めて江戸城に入った日は、江戸時代、めで

ばく ふ

たい日として幕府の式典が開かれましたが、それ
はいつでしょうか？

⑴ 2月1日 ⑵ 6月1日
⑶ 8月1日 ⑷11月1日

い ほう

解説 北条氏の滅亡後、関東移封を命じられた
じ ばん

家康公は、地盤である三河の地を離れるこ
ととなってしまいます。北条氏の本拠であった小田
原ではなく、江戸城を居城に選んだ家康公は、天正

ついたち

12年（1590）8月1日（朔日）に入府します。これを記
はっさく がんじつ

念して、江戸幕府は「八朔」を元日に次ぐめでたい日
ほうじょう き がん

としました。元々は豊穣を祈願する儀礼でしたが、
しろかたびら はい

江戸時代には武士達が白帷子をまとい、将軍家に拝
えつ

謁する行事が行
われました。

駿府城東御門（静岡市） 吉原「八朔」（江戸名所図会）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題41
ちょうせんしゅっぺい

秀吉による朝鮮出兵は2度にわたって行われまし
ぶんろく えき

た。1回目は「文禄の役」といわれますが、2回目
は何というでしょうか？

げんろく

⑴ 応仁の役 ⑵ 元禄の役
けいちょう てんしょう

⑶ 慶長の役 ⑷ 天正の役

解説 小田原の陣で北条氏を滅ぼし、東北の大
名たちも従えた秀吉は、家康公を関東に移

封すると2年後の文禄元年（1592）には明国への進出
くわだ ひ ぜんのくに な ご や じょう

を企てました。肥前国（佐賀県）に巨大な名護屋城を
築き、家康公を始めとする全国の各大名も陣を構え

り し

たのです。ところが通り道であったはずの李氏朝鮮
ていこう

国が抵抗、朝鮮に攻め込みます（文禄の役）が、最終
し

的には苦戦を強いられいったん和睦・撤退します。
しかし5年後の慶長2年（1597）には交渉のこじれか
ら再出兵、こ
れが「慶長の
役」で す。翌

びょうぼつ

年病没した秀
吉にとっては
最後の戦とな
りました。

問題42
じゅがくしゃ ふじわらせい か

家康公は儒学者の藤原惺窩から治世を学びます。
ていおうがく

この際に用いられた、帝王学の教科書とも言われ
とうだい

る唐代の書物は何でしょうか？
あ づまかがみ かんしょ ち り し

⑴ 吾妻鏡 ⑵ 漢書地理誌
ぐんしょ ち よう じょうがんせいよう

⑶ 群書治要 ⑷ 貞観政要

とう たいそう

解説 『貞観政要』は唐の太宗と家臣の問答をま
げんこうろく

とめた言行録です。「貞観」は太宗の在位中
ようてい

の年号、「政要」は「政治の要諦」を意味します。太宗
しんりゃく ぼうえい

は敵の侵略をよく防衛し、国力を高め生活を向上さ
せ、また優秀な家臣を多

やと かんげん

く雇い入れ、諫言にも耳
を傾けるという、中国史

じょう

に残る名君でした。「貞
がん ち

観の治」と呼ばれた理想
的な政治は、国や時代を

い せいしゃ も

問わず多くの為政者が模
はん

範とするものであったた
め、家康公はこれを教科
書として政治のあり方を
学んだのです。

秀吉の本陣「肥前名護屋城跡」（佐賀県唐津市） 唐太宗李世民（台北故宮博物院所蔵）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題43
かまくらばく ふ れき し しょ

家康公は鎌倉幕府公式の歴史書を愛読書としてお
やましなときつね こう ぎ

り、山科言経から講義を受け、武家政治を学びま
した。この歴史書とは何でしょうか？

⑴ 吾妻鏡 ⑵ 漢書地理誌
⑶ 群書治要 ⑷ 貞観政要

じ しょう せんおう

解説 治承4年（1180）、専横を極める平氏に対
もちひとおう よりまさ きょへい

し、以仁王や源 頼政が挙兵したところか
せい い たいしょうぐん むね

ら始まり、皇族出身で初めて征夷大将軍となった宗
たかしんのう そうかん

尊親王が京に送還されるまでを記した『吾妻鏡』は、
しっけん

関連史料を集めた鎌倉幕府公式の歴史書です。執権
となった北条氏による出版物であることや、不明確
な史料もあり、そのまま用いることは注意が必要で
すが、鎌倉時代の政治形態を学ぶためには重要な書
物であり、家康公も愛読し学びました。

問題44
けいちょう

慶長2年（1599）、家康公が手がけた日本初の本格
もくはんかつ じ しゅっぱん

的な木版活字出版を何というでしょうか？
え ど ばん

⑴ 江戸版 ⑵ 駿河版
⑶ 伏見版 ⑷ 三河版

解説 関ヶ原の戦いの前年、家康公は伏見にお
こうづけ さんようげん

いて、上野 足利学校第9代学頭の三要元
きつ かんしつ こう し け ご りくとう さんりゃく

佶（閑室）に命じて、『孔子家語』『六韜』『三略』を木活
字で印刷させます。この時10万本もの木活字を与え
たと言われ、後には『貞観政要』や『吾妻鏡』なども出
版されています。秀吉の死後、豊臣家中が騒がしく
なっている最中に出版を命じていることから、家康
公の学問に対する興味関心の高さと同時に、新しい
時代の秩序の在り方を追求していた様子がうかがえ
ます。

『吾妻鏡』古活字本（寛永版）。林道春（羅山）の序文が記される。 現存する木版活字（圓光寺蔵／京都市左京区）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題45
ぼつ ご ご たいろう ご ぶ ぎょう ごう ぎ せい もと

秀吉没後の五大老・五奉行の合議制の下、豊臣内
部のいろいろな対立が表面化します。家康公は、
じょうらく せいばつ あい

上洛に応じない五大老のひとりを征伐するため会
づ

津に出兵をしますが、相手は誰でしょうか？
うえすぎかげかつ う き た ひでいえ

⑴ 上杉景勝 ⑵ 宇喜多秀家
だ て まさむね まえ だ としなが

⑶ 伊達政宗 ⑷ 前田利長

解説 秀吉の死後、すぐに豊臣家の反家康派が
はいじょ

家康公の排除に向けて動き出します。一方、
ひっとう

家康公も五大老筆頭として家中の信望を集めます。
えち ご こくしゅ ほり ひではる

対立が深まる中、家康公の元に越後国主の堀 秀治
む ほん きざ

から、会津の上杉景勝に謀反の兆しあることを告げ
じょうらく

る書状が届きます。景勝に上洛を要求する家康公で
こば

したが、これを拒ん
なお え

だ景勝は家臣の直江
かねつぐ

兼続に書状を送らせ
ます。これが「直江
状」です。家康公に
対する失礼極まりな
い文面・内容に怒っ
た家康公は、上杉家
征伐のため会津に出
兵したのでした。

問題46
いし

会津征伐のため、家康公らが江戸城を出た頃、石
だ みつなり はん

田三成ら反家康派は、鳥居元忠ら家康公の家臣が
守る城を攻め落とします。何という城でしょう
か？

おお つ に じょう

⑴ 大津城 ⑵ 二条城
ふし み よど

⑶ 伏見城 ⑷ 淀城

すき

解説 家康公の目が東へ向いた隙に、石田三成
き ない

らが畿内を押さえようと挙兵し、4万の兵
で伏見城を囲みます。対して、守る鳥居元忠の軍は
1800ほど。20倍もの敵兵によく耐え、10日間以上も
持ちこたえました。しかし守備兵の内応もあってつ

かく

いに力尽き、討死してしまいます。元忠の決死の覚
ご かがみ たた

悟は「三河武士の鑑」と称えられ、また伏見城におけ
そ ゆかいた ようげんいん

る壮絶な戦いで血に染まった床板は、京都「養源院」
しょうでん じ

や「正伝寺」はじめいくつかの寺院の天井板に使われ、
ち てんじょう

「血天井」とし
て現在に伝
わっています。

直江兼続像（上杉博物館蔵／米沢市） 伏見城遺物「血天井」（正伝寺／京都市上京区）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題47
きょへい しもつけのくに お やま

石田三成の挙兵を聞き、家康公らは下野国 小山
で会議を開きます。「家康公に味方し、三成を討
つ」と最初に発言し、東軍をまとめるきっかけを

とよとみおん こ ぶ しょう

つくった豊臣恩顧の武将は誰でしょうか？
か とうきよまさ こ ばやかわひであき

⑴ 加藤清正 ⑵ 小早川秀秋
はち す か いえまさ ふくしままさのり

⑶ 蜂須賀家政 ⑷ 福島正則

こ おう おおたによしつぐ

解説 石田三成や、三成に呼応した大谷吉継の
ふ おん

不穏な動きを知りつつも会津に向けて出兵
した家康公の元に、石田勢の伏見城攻撃を伝える使
者が到着しました。そこで諸将を集め、方針を話し

お やまひょうじょう

合ったのが小山評定です。妻子が人質に取られてい
く りょ

ること等もあり対応に苦慮する武将達の前で、福島
正則が口火を切り
家康公に味方する
と宣言します。そ

やまのうちかずとよ

して山内一豊ら東
海道の諸大名が城
の提供を申し出た
ため、多くの豊臣
大名を伴い畿内に
引き返し石田方と

ととの

戦う状況が整った
のでした。

問題48
み ののくに せき

会津征伐を中止し引き返した東軍は、美濃国 関
が はら やぶ

ヶ原で三成ら西軍を破ります。天下分け目の戦い
けっちゃく

と言われる「関ヶ原の合戦」は、何日で決着したで
しょうか？

⑴ 一日 ⑵ 三日間
⑶ 一週間 ⑷ 一ヶ月

あた げいげき

解説 尾張辺りで迎撃する計画を立てていた三
とん ざ ぜん

成でしたが計画は頓挫し、美濃を中心に前
しょうせん ぎ ふ じょう ひでのぶ い

哨戦が行われます。岐阜城を守る織田秀信（信忠遺
じ

児・三法師）を討ち破るなど、東軍は有利に戦況を
まさ

進めます。本戦では兵力や軍の配置に勝る西軍が当
初優勢に戦いを進めますが、家康公は事前工作で多
くの西軍の武将の内応を取り付けていました。大軍
を率いる小早川秀秋の東軍参加をきっかけに、形勢
は一気に東軍

かたむ おおいくさ

に傾き、大戦
にも関わらず
わずか一日で
勝敗が決しま
した。

福島正則像（東京国立博物館蔵） 笹尾山石田三成陣跡（岐阜県関ケ原町）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題49
りゅうつう えんかつ か

「関ヶ原の合戦」の翌年、家康公は流通の円滑化の
とうかいどう ご かいどう せい び

ために、東海道を皮切りに五街道の整備を行いま
がいとう

す。該当しないのはどれでしょうか？
いち り め

⑴ 旅の目安となるよう、一里（約4㎞）ごとに目
じるし つか

印の塚を設置した
しゅく ば もう

⑵ 人や物資の移動のため、街道に宿場を設け、
つ

乗り継ぎ用の馬を用意した
ひ ざ

⑶ 旅人を日差しや風雨から守り、街道の目印と
もなる松や杉などを植えた

ぞうすい

⑷ 大雨、増水などで川止めにならないよう、す
か

べての川に橋を架けた

おうらい

解説 街道の整備を行うことで、人や物の往来
えんかつ

がスムーズになり、流通が円滑になること
しょみん

で庶民の生活は向上しますが、同時に敵が軍隊を率
いて行軍することも容易となってしまいます。そこ

か

で、大きな川にはあえて橋を架けず、船や徒歩での
と か みやじゅく

渡河が行われました。また、東海道の尾張宮宿から
伊勢桑名宿までは海上を渡し船で移動するルートで、
しち り わた

「七里の渡し」と呼ばれました。この方針は江戸期を
通して引き継がれ、特に渡河の難所
となった大井川は「箱根八里は馬で
も越すが、越すに越されぬ大井川」

うた

とその困難さを詠われました。

問題50
せい い たいしょうぐん にん

慶長8年（1603）、征夷大将軍に任じられた家康公
は、豊臣家との良好な関係を築くために何をした
でしょうか？

とよとみひでより かんぱく すいせん

⑴ 豊臣秀頼を父 秀吉と同じ関白に推薦した
まご せんひめ とつ

⑵ 孫娘の千姫を豊臣秀頼に嫁がせた
ちゃちゃ よどじょう

⑶ 秀頼の母 茶々のために淀城を新築した
きたのまんどころ こうだいいん しょう に い

⑷ 秀吉の正室の北政所（高台院）に正二位の官位
おく

を贈った

もと ゆいごん

解説 千姫が秀頼の許へ嫁ぐことは秀吉の遺言
であったといわれますが、千姫が産まれた

こんいん

のは、秀吉が死去する前年のことです。婚姻などを
考えるような年齢ではありません。豊臣政権下で最
も実力を持っており、同時に秀吉亡き後、天下を狙

うつわ けつえん

える器を持った家康公と血縁関係を持つことで嫡男
あいがん に

秀頼を託したいという、哀願にも似た親心だったの
い し

でしょうか。家康公も秀吉の遺志に応え、両者は婚
姻を結びました。二
人の間に子供は出来

なか

ませんでしたが、仲
むつ

睦まじい夫婦となり
ました。

「七里の渡し」公園
（名古屋市熱田区） 千姫絵姿（弘経寺蔵／茨城県常総市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題51
ちょうせんこく だんぜつ

秀吉の朝鮮出兵後、朝鮮国とは関係が断絶されて
し せつ かいだん

いましたが、家康公は朝鮮の使節と会談し、和議
を結びます。2年後には朝鮮から日本へ最初の朝

つうしん し は けん

鮮通信使が派遣されました。家康公と会談し、日
か

本と朝鮮の懸け橋となった朝鮮の使節は誰でしょ
うか？

こうかいくん おう じ しょううんたい し そう

⑴ 光海君（王子） ⑵ 松雲大師（僧）
り しゅんしん りゅうせいりゅう さいしょう

⑶ 李舜臣（将軍） ⑷ 柳成龍（宰相）

そく じ ぜんめんてったい

解説 秀吉死後、朝鮮からの即時全面撤退を主
導した家康公は、朝鮮との停戦の為、松雲

イジョン

大師と会談を行います。松雲大師は本名を惟政とい
ぎ そうへい し き かん

い、文禄・慶長の役の際には義僧兵の指揮官として
日本軍と戦ったこともあり
ました。家康公と会見し、
平和思想に同調した松雲大
師との間で和議が成立。朝

ほ りょ

鮮人捕虜の帰国も実現しま
した。

問題52
わず ゆず

将軍となった家康公は、僅か2年で将軍職を譲っ
てしまいます。第二代の将軍となった家康公の三
男は誰でしょうか？

いえつな ただよし

⑴ 家綱 ⑵ 忠吉
ひでただ

⑶ 信康 ⑷ 秀忠

解説 嫡男であった信康は切腹、二男の秀康も
小牧・長久手の戦いの講和条件で秀吉に養

子として出されて徳川家を離れています。残った男
子の中で最も年長だったのが三男 秀忠です。関ヶ

さな だ ぜい

原の戦いの際には上田城にこもる真田勢にあしらわ
れるなど、戦場での功績は少なく、また周囲からも
いくさ べ た

戦下手は認識されていました。しかし、家康公は、
ひい

これからは平和になるため、武勇よりも政治に秀で
た人物こそが次代
の将軍にふさわし
いとして、秀忠を
指名したのでした。

松雲大師像
（月精寺蔵／韓国江原道平昌郡） 徳川秀忠像（松平西福寺蔵／東京都台東区）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題53

慶長12年（1607）、駿府城に移った家康公は、江戸
やくわり ぶんたん し く

の将軍と役割を分担し、泰平国家への仕組みづく
りを始めます。駿府城で家康公の行った政治は何
と呼ばれるでしょうか？

いんせい おお ご しょ

⑴ 院政 ⑵ 大御所政治
しっけん せっかん

⑶ 執権政治 ⑷ 摂関政治

お ごう のこ

解説 秀忠の妻 於江が遺した書状には家康公
を「大御所」と呼んでいるものがあります。

大御所という呼称は幕府により公式に認められたも
ゆず

のです。江戸城を秀忠に譲り、駿府へ移り住んだ家
康公は、東国の行政を秀忠に任せると同時に、未だ

ひ だね くすぶ

に火種の燻る西国の政治を執り行いました。この頃
に家康公に仕えて
いた家臣は、武士
ばかりではなく、
すうでん てんかい

崇伝や天海などの
そう りょ

僧侶、ウィリア
ム・アダムスやヤ
ン・ヨーステンな
どの外国人といっ

た よう

た、多様な経歴を
持つ人材でした。

問題54
しゅ し がく しょうれい ぶん ち こっ か め ざ こん

朱子学を奨励し、文治国家を目指す家康公は、金
ち いんすうでん はやし ら ざん どうかつ じ しゅっぱん

地院崇伝や林 羅山に命じ、日本初の銅活字出版
を行います。これを何というでしょうか？

⑴ 江戸版 ⑵ 駿河版
⑶ 伏見版 ⑷ 三河版

解説 朝鮮出兵時の戦利品として日本にもたら
された銅活字を参考に、家康公は国産銅活

字の生産を命じます。この銅活字によって印刷され
だいぞういちらんしゅう ぐんしょ ち よう

た『大蔵一覧集』『群書治要』を「駿河版」と言います。
この二点を印刷する為に作成された活字は十万点を
越えます。完成を待たずして家康公はこの世を去っ

き い

てしまったため、その後は紀伊徳川家の所有となり
ますが、火災で大部分を消失してしまいました。残っ

とっぱん

ている銅活字は、現在、凸版印刷株式会社（東京都）
が所有しており、重要文化財に指定されています。

大御所時代の家康公像（駿府城公園／静岡市） 群書治要「駿河版」（国重文／凸版印刷株式会社蔵）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題55
だいぶつでん ぼんしょう きざ こっ か

豊臣家が製作した大仏殿の梵鐘に刻まれた「国家
あんこう くんしんほうらく じゅ そ

安康 君臣豊楽」の文字が、家康公を呪詛し、豊臣
かいしゃく しょうめい

の世を望むものと解釈された鐘銘事件から「大坂
じん かね

冬の陣」が引き起こされます。この鐘が設置され
たのは何という寺社だったでしょうか？

えんりゃく じ とうだい じ

⑴ 延暦寺 ⑵ 東大寺
ほうこう じ ほうこくじんじゃ

⑶ 方広寺 ⑷ 豊国神社

解説 徳川家に征夷大将軍が継承され、豊臣家
れきぜん

との主従逆転が歴然としたことから、両家
の対立は深まり始め、それを決定的なものにしたの
が方広寺鐘銘事件でした。豊臣家を滅ぼすために幕

なんくせ かいしゃく き じん

府側が難癖を付けたと解釈されがちですが、貴人の
いみな

諱を記すことは当時の常識では非難を受けて当然の
あ

悪しき行いでした。この鐘は現在も方広寺に残され
ており、「国家
安康 君臣豊楽」
の文字も読むこ
とが出来ます。

問題56
わ ぼくこうしょう にな

慶長19年（1614）の「大坂冬の陣」の和睦交渉を担っ
がた

たのは女性たちでした。大坂方の使者は、豊臣秀
め の と おおくらきょうのつぼね よどどの じょうこう

頼の乳母 大蔵卿局と茶 （々淀殿）の妹である常高
いん お ごう

院。常高院とは徳川二代将軍の正室 於江の姉で、
あざ い お はつ

浅井三姉妹の次女 於初のことです。では、徳川
つと そくしつ

方の使者を務めた家康公の側室とは誰だったで
しょうか？

あ ちゃのつぼね お かじ かた

⑴ 阿茶局 ⑵ 於梶の方
お ちゃ あ さいごうのつぼね

⑶ 於茶阿の方 ⑷ 西郷局

いい だ なおまさ

解説 武田家臣 飯田直政の娘で、今川家臣の
妻となっていた女性が、夫亡き後、家康公

に仕えます。この女性が阿茶局です。阿茶局は側室
でありながら、その才覚
を大いに評価されて大奥
の取りまとめ役も務めま
した。大坂の陣での和睦
交渉担当や、後に秀忠の

まさ こ じゅだい

娘の和子（東福門院）入内
に際して母代わりをつと

た き

めるなど、多岐に亘る分
ご みずのお

野で活躍し、後水尾天皇
じゅいち い

から従一位を贈られまし
た。方広寺の梵鐘（京都市東山区） 雲光院（阿茶局）像（徳川記念財団蔵）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題57
ほろ

慶長20年（1615）、「大坂夏の陣」で豊臣家を滅ぼし
げんごう げん な あらた げん な えん ぶ せん

た家康公は、元号を元和に改め、「元和偃武」を宣
げん

言します。これはどういう意味でしょうか？

⑴ 武力で平和を実現するという宣言
おさ

⑵ 武器を収めて平和が始まったという宣言
ろうにん

⑶ 武器を持った浪人たちを滅ぼすという宣言
⑷ 武士による政治社会実現の宣言

解説 「偃武」とは「武器を偃（ふ）せる」という意
味です。豊臣家の滅亡により、徳川幕府に

敵対する勢力は無くなりました。これにより、武器
を必要としない平和な時代が到来したのだと宣言し

いえみつ

たのです。三代将軍 家光の時代には島原の乱が、
いえつな ゆ い しょうせつ

四代 家綱の就任直後には由井正雪の乱が起きまし
ゆ

たが、幕府が揺らぐほどのものにはなりませんでし
た。パクス・トクガワーナの始まりは、この元和偃
武の宣言からだと言えるでしょう。

問題58

天下分け目の関ヶ原から、家康公は何年かけて元
和偃武にたどり着いたのでしょうか？

⑴ 2年 ⑵ 5年
⑶10年 ⑷15年

解説 慶長5年（1600）の関ヶ原の戦いで豊臣家
しょうあく

の実権を掌握した家康公は、3年後の慶長
8年（1603）に征夷大将軍に就任し、徳川の政治を行
います。そして慶長20年（1615）に大坂夏の陣で豊臣
家が滅亡し元和偃武。この間、実に15年。戦国時代

し

の締めくくりを迎えるに当たって、非常に長い年月
つい しんちょう

を費やしています。最後の最後まで慎重に幕府の体
制を整えることに力を注いだ家康公の姿勢が、250
年もの長きに亘る平和な時代を造り上げたのです。

大坂夏の陣屏風より「乱取りの様子」（大阪城博物館蔵）
戦国の終焉、元和偃武を宣言 家康公大坂の陣に出陣の様子（東照社縁起絵巻より／日光東照宮蔵）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題59
しょうがい

家康公は75年の生涯をかけて、戦国乱世から泰平
だいてんかん な と

社会への時代の大転換を成し遂げました。応仁の
しゅうけつ

乱より大坂の陣の終結まで、戦国時代は約何年間
続いたのでしょうか

⑴ 50年 ⑵100年
⑶150年 ⑷200年

解説 応仁元年（1467）、足利将軍家や有力大名
けい し

家の継嗣争いに幕府の権力争いが加わって
かいじん

応仁の乱が勃発します。京都の大半を灰燼と化すな
じんだい

ど甚大な被害を与えたこの戦いは次第に地方に波及
し、戦国時代が幕を開けます。そこから75年後の天

しゅうえん

文11年（1542）に戦国時代を終焉させる家康公誕生。
こうはい

75年かけて荒廃していった日本が、家康公の75年の
生涯で再び平
和な時代を迎
えることが出
来たのです。

問題60
だ じょうだいじん

元和2年（1616）3月、家康公は朝廷から太政大臣
に任ぜられましたが、これは、武家としては過去

へい し たいらのきよもり げん じ

3人（平氏：平清盛、源氏：〇〇〇〇、豊臣氏：
豊臣秀吉）だけのことでした。家康公の前に、源
氏で太政大臣に任じられていたのは誰でしょうか？

みなもとの よしいえ よりとも

⑴ 源 義家 ⑵ 源 頼朝
あしかが たかうじ よしみつ

⑶ 源（足利）尊氏 ⑷ 源（足利）義満

ご だい ご けん む ほうかい

解説 後醍醐天皇による建武の新政の崩壊に
よって、新たな朝廷の体制を望んだ足利尊

ようりつ しんせい

氏らが擁立した北朝と、天皇親政を理想とする後醍
よし の

醐天皇が新たに吉野に開いた南朝を統一したのが足
利義満です。室町幕府の権勢を大いに高め、公武一
体を推し進めた義満は、武士としての最高位である
征夷大将軍と、公家としての最高位である太政大臣
に共に就任しました。金閣寺の造営で有名な義満で
すが、その比類なき優

はな

美さのように華やかな
人生を送りました。義
満は足利家ゆかりの岡

てんおん じ

崎にも天恩寺を建立し
ています。

「ふるさと岡崎に帰る象徴の鷹図」
（薨去400年祭「家康公シアター」／伊賀八幡宮蔵）

天恩寺「仏堂」「山門」（国重文／岡崎市）
足利尊氏の発願により義満が建立。

解答… ⑶ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題61
こうきょ

元和2年（1616）4月17日、家康公は駿府城で薨去
ゆいごん く のうさん まいそう

し、遺言により久能山に埋葬されました。同じく
い はい

遺言により、位牌はどこに置かれたでしょうか？
かんえい じ ぞうじょう じ

⑴ 江戸 寛永寺 ⑵ 江戸 増上寺
ち おんいん

⑶ 岡崎 大樹寺 ⑷ 京都 知恩院

解説 「位牌は三河大樹寺へ」という家康公の遺
言に従って大樹寺へ送られた位牌は、家康

公の身長とほぼ同じ高さであると伝えられます。そ
の後も代々の将軍の位牌が大樹寺へ収められました

しんとう

（十五代将軍 慶喜は神道であったため位牌はありま
よしなお

せん）。また、尾張徳川家初代の義直より寄贈され
た松平初代 親氏以降代々の位牌も安置されていま
す。さらに三代将軍 家光の計らいによるものでしょ

すうげんいん ごうひめ

うか、二代将軍 秀忠と正室 崇源院（江姫）夫妻の位
牌も安置されて
います。大樹寺
は幕府より格別

こうぐう

の厚遇を受けま
した。

問題62
いっしゅう き す とうしょうだいごんげん しんごう

一周忌を過ぎ、東照大権現の神号を受けた家康公
てんてい

は、北極星（天帝）を背に江戸を望む方位に位置す
れいじょう にっこうさん まつ

る関東の霊場、日光山に祀られ、平和日本のため
こっ か ちん ご

の国家鎮護の神となりました。日光山に祀られた
のは誰の意志だったのでしょうか？

⑴ 家康公本人 ⑵ 朝廷
⑶ 徳川家臣団 ⑷ 徳川二代将軍

い がい く のうさん ほうむ

解説 家康公は遺言で、「遺骸は久能山に葬り、
ほこら

一周忌を過ぎたら日光山に小さな祠を建て
ちんじゅ

てそこに祀るように。八州の鎮守になろう」という
言葉を残していました（「本光国師日記」）。「日光山」
というのは、もともと現在の栃木県日光市にある輪
王寺の山号です。中世の初期（平安時代の初めころ）、
しょうどうしょうにん さんがくぐん なんたいさん

勝道上人が開いた日光の山岳群（日光三山「男体山」
にょほうさん しゅほう

「女峰山」「太郎山」）の内、特にその主峰である男体
しゅ

山を信仰対象とする、「山岳信仰の御神体および修
げんどう

験道の最大の霊場」で
もありました。慶長18
年（1613）、家康公は天

かん

海に日光山の住職（貫
す

主）を命じています。
こうきょ

薨去3年前のことです。
歴代将軍の位牌（大樹寺位牌堂／岡崎市）
歴代将軍の身長が位牌の高さと伝えられる 家康公墓（久能山東照宮）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題63
ぶ け しょはっ と

江戸平和社会の仕組みの一つである「武家諸法度」
こころ え しる

には、その最初に武士としての心得が記されてい
モッパ アイタシナ こと

ます。「○○○○ノ道、専ラ相嗜ムベキ事」。
○○○○に当てはまる言葉はどれでしょうか？

ぶ げいたんれん ば じゅつ

⑴ 武芸鍛錬 ⑵ 武芸馬術
ぶん ぶ がくもん きゅう ば

⑶ 文武学問 ⑷ 文武弓馬

解説 武家諸法度の最初の項には「文武弓馬ノ
道、専ラ相嗜ムベキ事」と記されています。

ぼうとう

ここで考えなければならないことは、冒頭の部分で
「文武弓馬」とあることでしょう。学問と武芸を両方
たしな

嗜みなさいと言っているのです。戦乱の世は武士は
いくさ

戦で功を上げることを第一としていましたから、大
きな考え方の変化です。平和な時代での武士たちの

ちつじょ つく

新しい秩序を創ろうと考えたのです。

問題64
こ らい

家康公は日本古来の天皇制と武家政権がどのよう
そうぞう

な関わりを持つことで、平和社会のカタチを創造
きんちゅうならびに く げ しょはっ と

できるのか、「禁中並公家諸法度」に表したと言え
ます。その第一条、天皇の文化的な活動の中で何

しる

を第一にしていただきたいと記しているでしょう
か？

かん い じゅ よ

⑴ 官位の授与 ⑵ 学問
⑶ 宗教 ⑷ 政治

ゆうそく こ じつ

解説 天皇家は日本古来の「有職故実」（朝廷や
公家、武家の昔からの行事や法令・儀式・

制度・官職・風俗・習慣の先例などを研究する学問
しゅ し

のこと）を特に研究していただきたい、という趣旨
が「禁中並公家諸法度」の第一項に述べられています。
これらは日本の伝統文化を継承する上で非常に大切
な学問とされ、
「政治のことは
武家に任せてい
ただきたい」と
いう、現代に通
じる考え方が表
されていると考
えられます。

武家諸法度（南禅寺金地院蔵／京都市左京区） 禁中並公家諸法度（国立国会図書館史料）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題65
しょうちょう

家康公の命で、現代の象徴天皇制にもつながる「禁
き そう なんぜん じ こうそう

中並公家諸法度」の起草をした南禅寺の高僧は誰
でしょうか？

こん ち いんすうでん さいしょうじょうたい

⑴ 金地院崇伝 ⑵ 西笑承兌
なんこうぼうてんかい

⑶ 太原雪斎 ⑷ 南光坊天海

解説 金地院崇伝は京都五山 南禅寺の高僧で、
家康のもと幕府の法律の立案・外交・宗教

統制を一手に引き受け、その権勢から「黒衣の宰相」
い みょう

の異名を取った僧です。禁中並公家諸法度や武家諸
法度の作成を始め、幕府の安定が平和社会の持続に
つながると考え、開幕時の政治に強い影響を与え続
けました。金地院という

たっちゅう

のは南禅寺の塔頭であり、
そこに住したので金地院
崇伝と呼ばれていますが、

い しんすうでん

本来は「以心崇伝」といい
ます。家康公薨去後の神

さい

号については、当初、西
しょうじょうたい だいみょう

笑承兌の提案した「大明
じん お

神」を推していましたが、
だいごんげん

天海の提唱した「大権現」
を採用しました。

問題66
く ゆた

江戸の人々の暮らしに「豊かさ」をもたらしたこと
ち すい じ ぎょう わん

の一つに、治水事業がありました。特に、江戸湾
そそ と ね がわ

に注いでいた利根川を太平洋に流れるよう大規模
しっ ち たい

な土木工事を行い、湿地帯だった江戸の開発に大
こうけん けんしょう

きな貢献をし、現在でも各地で顕彰されている三
河武士は誰でしょうか。

い な ただつぐ おお く ぼ ながやす

⑴ 伊奈忠次 ⑵ 大久保長安
ど い としかつ まつだいらいえただ

⑶ 土井利勝 ⑷ 松平家忠

解説 伊奈忠次は現在の西尾市出身の武士です。
や はぎふるかわ ぶん き あた お じま

矢作川と矢作古川が分岐する辺りの小島城
に生まれました。家康公の検地政策や街道整備など
に中心的な役割を担い、さらに利根川を中心とする

ち すい しんでん そくせき

関東の治水事業や新田開発に大きな足跡を残してい
み と し

ます。水戸市では、忠次が
かんがい び ぜんぼり

造った灌漑用水「備前掘」の
おんけい

恩恵が現代にも及んでいる
ことを顕彰し、銅像が建て
られています。「備前掘」の

び ぜん

名称は忠次の名が伊奈備前
のかみ ゆ らい

守だったことに由来し、岡
崎城でも、忠次の居住した
くる わ

曲輪を「備前曲輪」と呼んで
います。

以心（金地院）崇伝像
（南禅寺金地院蔵／京都市左京区）

伊奈忠次像（水戸市）利根川の治水
を指導した最大の功労者である。

解答… ⑴ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題67
せい び

江戸を中心に整備された東海道などの「五街道」の
き てん

起点となったのはどこだったでしょうか？
おお て もん きん ざ ぎん ざ

⑴ 江戸城大手門 ⑵ 金座・銀座
しながわしゅく に ほんばし

⑶ 品川宿 ⑷ 日本橋

解説 家康公が江戸開幕当初から手がけたのは、
おうらい

人が安心して往来でき、物が正常に流通す
るための街道整備でした。特に発展する江戸を支え
るために、全国から物産が集まる仕組みとして、日
本橋を起点とする「五街道」を整備したのです。その

のき おおでん ま

ため日本橋には大規模な問屋が軒を並べる「大伝馬
ちょう

町」をはじめ「中伝馬町」
こ

「小伝馬町」が造営され、
ま ごめ

現在の浜松市出身の馬込
か げ ゆ

勘解由という武士が、そ
とうかつ

れらを統括していました。
大伝馬町には主に商業の
発達していた関西、伊勢、
お う み

近江方面からの物流が多
かったため、それらの地
域の大店ができたのです。

問題68
かいどう

次の街道の中で、「五街道」に入らないのはどれで
しょうか？

おうしゅう こうしゅう

⑴ 奥州街道 ⑵ 甲州街道
なかせんどう さんようどう

⑶ 中山道 ⑷ 山陽道

解説 「五街道」というのは、「東海道」「中山道」
「甲州街道」「日光街道」「奥州街道」をさして

り ごと

います。それぞれの街道にはおよそ3～4里毎に宿
にんそく

場が整備され、馬と人足が用意されていました。こ
れは人がだいたい半日で移動できる距離であり、人
馬もそれぞれの宿場で交代して乗り継いでいくよう

じん ば つぎたて

な仕組みになっていました。これを「人馬の継立」と
いい、慶長4年（1601）には家康公により「宿駅伝馬
制度」として確立したのです。東海道は53の宿場が
（53次）、中山道は69、甲州街道は43、日光街道は21、
奥州街道は27
（白河まで）の
宿場町があり
ました。

大伝馬町
（歌川広重／「名所江戸百景」より）

「人馬の継立」石のモニュメント
（岡崎宿伝馬歴史プロムナード）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題69
した

家康公は幼少時代から本に親しんでいたと伝わり
ますが、秀吉による朝鮮出兵の頃から家臣たちに
も本を読ませるようにしていました。それらの本
は木版印刷によるもので、家康公が創建した寺社

いんさつ じ ぎょう

で印刷事業が行われました。そこは何という寺社
でしょうか？

えんこう じ かんえい じ

⑴ 圓光寺 ⑵ 寛永寺
ぎんかく じ なんぜん じ

⑶ 銀閣寺 ⑷ 南禅寺

解説 圓光寺は家康公により慶長6年（1601）、
さんようげんきつ

足利学校の学頭であった三要元佶を招いて
伏見学校の一角に建立されました。その後、慶長17

しょう こく じ

年（1612）に京都 相国寺山内に移転し、寛文7年
（1667）には現在の京都市左京区一乗寺に移されてい
ます。圓光寺は学校の役割も果たし、家康から与え

しゅうえき

られた木製活字を用いて、『吾妻鏡』や『周易』などの
かんこう

書物を刊行しま
した。そのとき
使用された日本
最古の木製活字
（5万個余、国
重文）が保存さ
れています。

問題70
しょみん

江戸庶民の楽しみの一つに、教養・趣味・娯楽な
さまざま ぶん や まん

ど様々な分野の読書がありました。特に現代の漫
が ご らくぼん

画につながる娯楽本は何と呼ばれていたでしょう
か？

うき よ え かんせき

⑴ 浮世絵 ⑵ 漢籍
くさぞう し じ ほん

⑶ 草双紙 ⑷ 地本

解説 江戸時代の初期には家康公によって銅製
活字による「群書治要」などの漢籍や、後に

は「日本書紀」「吾妻鑑」などの史書が印刷、出版され
ました。これらは流通することはありませんでした
が、次第に庶民の間でも教養としての読書が広まる

きざ

ようになり、版木1枚に文字をまとめて刻む木版本
が出回ります。当初は仏典や四書、また「伊勢物語」
などといった和漢の古典を出版していましたが、や

か な ぞう し

がて仮名草子や草双紙といった通俗的な内容のもの
が浮世絵と共に出版されるようになりました。本屋
の店頭には実
に多くの本が
並べられてい
たのです。

浮世絵「昔語岡崎猫石妖怪」（歌川三代目豊国）
草双紙、浮世絵などが店頭に並んだ。圓光寺（京都市左京区一乗寺）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題71

江戸時代、泰平日本を守るための幕府の対外政策
として、海外への窓口は四つに限定されていまし
た。それはどこでしょうか？

ながさき つ し ま よこはま え ぞ

⑴ 長崎・対馬・横浜・蝦夷
こう べ うら が

⑵ 長崎・対馬・神戸・浦賀
さつ ま ひら ど

⑶ 長崎・薩摩・平戸・蝦夷
⑷ 長崎・対馬・薩摩・蝦夷

解説 「長崎口」はオランダと中国に対して。長
ちょっかつ ち ぼうえき

崎は幕府の直轄地として幕府の管理で貿易
が行われました。オランダの「カピタン＝商館長」を
通じ世界の情勢を知る手掛かりとし、西洋の学問も
らんがく

「蘭学」として広まりました。「対馬口」は李氏朝鮮国
そう し

に対して。対馬藩の宗氏は中世から対朝鮮の外交、
なか つ にな

貿易の中継ぎを担ってきました。12回に及んだ「朝
鮮通信使」は家康公の対朝鮮外交の成果として顕彰

りゅうきゅう

されています。「薩摩口」は琉球王国に対する窓口。
薩摩藩が琉球王国を支配したことで、琉球を通じて
の貿易が認められました。
「蝦夷口」は蝦夷地のアイヌ

まつ

に対する窓口。家康公は松
まえはん

前藩の松前氏に蝦夷地との
交易を独占的に認めました。

問題72
がいこう こ もん かつやく

家康公の外交顧問として活躍したウイリアム・ア
ダムスとヤン・ヨーステン。家康公が二人を初め
いんけん

て引見し、話を聞いたのはいつだったでしょうか？

⑴ 関ヶ原の合戦が起こる年
⑵ 家康公が江戸に幕府を開いた年
⑶ 大坂冬の陣が始まる年
⑷ 大坂夏の陣が終わった年

解説 関ヶ原の合戦が起きたのが慶長5年の9
ぶん ご のくにうす き

月、この年の3月に豊後国臼杵（大分県臼
ひょうちゃく

杵市）の海岸にオランダ船リーフデ号が漂着しまし
た。少数の生存者の中に、船長クワケルナック、高
級船員ヤン・ヨーステン、イギリス人航海士のウィ
リアム・アダムスらがいました。彼らは処刑される

め

ところを、家康公の命で大坂に召し出され、その知
ちょうよう

識により重用されることになったのです。ヤン・
ヨーステンは朱印状を与えられ貿易に活躍、江戸に
与えられた地は彼の名をとっ

や え す

て八重洲と呼ばれます。アダ
ムスは家康公に信任され、外

こ もん

交顧問としても活躍しました。
ち ぎょう ち

与えられた知行地と水先案内
み うらあんじん

人の意味で「三浦按針」と称さ
れたのです。

リーフデ号絵図
（東京国立博物館蔵）長崎出島資料館（長崎市）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題73

江戸時代には、平和で安定した社会から生み出さ
えんげい

れた様々な文化が発達しました。園芸文化もその
ひとつで、新築された江戸城に家康公が入城する

はんえい じょうりょく

際、徳川家の繁栄を願って、ある三河武士が常緑
けんじょう

の植物を献上し喜ばれたことから、後に武士たち
の間で流行した植物は何でしょうか？

お も と

⑴ アロエ ⑵ 万年青
そ てつ

⑶ サボテン ⑷ 蘇鉄

解説 万年青と書いて「おもと」と読みます。文
字どおり常に青々とした緑の葉を保ってい

えん ぎ

る植物で、強健な性質から縁起の良い植物とされ、
ながしまちょう

家康公の江戸城への引っ越しの際に、家臣の長嶋長
べ え てんぷく れいそう さんはち けんじょう

兵衛が「天福の霊草」として三鉢を献上し喜ばれ、平
和な社会が実現したことから、江戸中期には武士た
ちを中心に大流行し
たようです。引っ越
しの際、他の荷物に
先立って万年青を運
び込むと運が開ける
といい、現代でも
「引っ越し万年青」と

ちんちょう

して珍重されていま
す。

問題74
ぎょそん す

小さな漁村に過ぎなかった江戸の町を、計画的に
大都市へと変えていったのは、家康公を支えてき

まち ぶ ぎょう

た三河武士たちの活躍がありました。江戸町奉行
しゅどう

として町づくりを主導し、家康公から広大な屋敷
はいりょう

地を拝領、その地域が現在の地名にもなっている
武士は誰でしょうか？

あおやまただなり ただちか

⑴ 青山忠成 ⑵ 大久保忠隣
う らくさい はっとりまさなり

⑶ 織田有楽斎 ⑷ 服部正成

解説 江戸に入った家康公は、最初に町割りと
城の拡充に着手しました。江戸湾から城へ

かいさく あげつち ひ び や いり え う

の水路を開き、開削した揚土で日比谷の入江を埋め
立てたのです。城の周囲には家臣団の屋敷を配置し

ない

ましたが、特に江戸町奉行であった青山忠成や、内
とうきよなり

藤清成は広大な土地を得ました。東京の「青山」「内
藤新宿」の地
名として残さ
れていますが、
彼らのふるさ
とは岡崎であ
ったことを忘
れてはいけま
せん。

万年青
（「銘・玉楼」／岡崎市羽根町「宝生園」） 青山氏の屋敷跡「都立青山霊園」（港区南青山）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題75
み そ

江戸に集中した様々な物産の中で、特に味噌や酒
じょうぞう

などの醸造関係を取り扱う業者に多かった屋号は
何でしょうか？

えち ご や

⑴ 越後屋 ⑵ 尾張屋
む さし や

⑶ 三河屋 ⑷ 武蔵屋

げんろく き

解説 江戸時代も元禄期に入ると、全国から
様々な種類の物産が集まるようになりまし

と くみ

た。江戸の商人たちは取り扱う商品によって「十組
どい や

問屋」をつくり、専門店として庶民の生活に溶け込
んでいったのです。その中で特に「醸造品（酒、味噌、
しょう ゆ す

醤油、酢など）」は三河で生産された物が多く、取り
扱う商店の多くが「三河屋」という屋号を付けたよう
です。現在でも三河地方は「豆味噌」はじめ醸造品の
生産が盛んに行われています。漫画「サザエさん」に
登場する酒屋さ
んも「三河屋」さ
んですね。

問題76

江戸では岡崎を中心とした三河地方の産物も好ま
れました。次の中で、あてはまらないものはなん
でしょうか？

いしとうろう げ た

⑴ 石灯篭 ⑵ 下駄
も めん

⑶ 味噌 ⑷ 木綿

解説 三河地方、特に岡崎では現代でも特産品
となっている産物がいくつかあります。石

製品、八丁味噌、三河木綿などが有名ですが、これ
らは江戸の町でも好まれていました。石製品では特
に「石灯篭」が有名で、庭に置くことが一種のステー
タスになっていたようです。また八丁味噌は家康公
の江戸入りのころから「豆味噌」として好まれ、江戸
後期から近代まで一つのブランドとして取り扱われ

しま も めん

たのでしょう。三河木綿は普段着用の「縞木綿」のほ
はっ ぴ ほ

か、法被や帆
まえ か おびしん

前掛け、帯芯
として使用さ

しろ も めん

れた「白木綿」
が大量に取引
されたと伝わ
ります。

煮売り酒屋の繁盛（「江戸庶民風俗図絵」より）
酒屋はつまみになる一品料理も提供した 三河白木綿の「帯芯」

解答… ⑶ 解答… ⑵

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題77
てっぽうたい か やく

家康公が三河の鉄砲隊の火薬の平和利用として製
ゆる りゅう は か

造を許したと伝わる「三河花火」は、どの流派の「火
じゅつ

術」をもとにしたものだったのでしょうか？
いっこう いなとみ

⑴ 一光流 ⑵ 稲富流
しんかげ しんとみ

⑶ 真陰流 ⑷ 新富流

い りょく

解説 「家康公は、早くより火薬の威力を利用
し、三河の青年武士からなる鉄砲隊を編成

ほうじゅつ し はん

するとともに、細川家を追放された稲富流砲術師範
なおいえ め かか か じ

稲富伊賀守直家を召し抱えて、鉄砲鍛冶の指導にあ
ね ごろしゅう

たらせました。さらに津田流砲術の根来衆を加えて
ますます鉄砲・火術の拡充をはかり、より強大にし
ていったのです」（「三河花火史」より）
家康公は慶長12年（1607）の鉄砲製造制限に伴い、

しょうせき さいしゅ

火薬の製造やその原料となる硝石の採取を、ふるさ
とである三河のみに限定させたのでした。その火術
が「お国もの」と
しての三河花火
に発展したので
す。

問題78
だいみょう しゅく

東海道を通行する大名や旅人たちに、岡崎宿の名
物として特に人気が高かったと伝わる食べ物は何
でしょうか？

あわゆきとう ふ いっしき

⑴ 淡雪豆腐 ⑵ 一色うなぎ
はっちょう み そ むぎ

⑶ 八丁味噌まんじゅう ⑷ むらさき麦うどん

解説 江戸時代の岡崎名物の食べ物といえば
「淡雪豆腐」が挙げられます。当時、岡崎宿

の東の入り口付近にあった「あわ雪茶屋」で出されて
くず やまいも

いたのは、葛や山芋をベースに、醤油味のあんをか
けた「あんかけ豆腐」で、岡崎宿を通行する旅人に親
しまれていたと伝えられ
ます。天保13年（1842）の

ちゃわんいちぜん

記録に「茶碗壱膳、あハ
こう の もの に じゅうもん

雪豆ふ・香之物付弐拾文、
ひき さ げ じゅうはちもん

引下ケ拾八文」とあり、
ご飯、おしんこ、淡雪豆
腐のセットメニューで十
八文（現代のお金でおよ

ほど

そ400～500円程か）であ
った様子が分かります。

も

現在では淡雪豆腐を模し
たお菓子が製造され親し
まれています。

鉄砲隊の模擬射撃（家康行列／岡崎市）
三河花火の原点。

「あわ雪茶屋」石のモニュメント
（岡崎宿伝馬歴史プロムナード）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題79
か てい

家康公の天下平定の過程で、三河武士たちは関東
だけでなく全国に広がり、現在につながる町づく

おお た き

りを進めました。その中で、千葉県大多喜や三重
くわ な し てんのう

県桑名の城下町づくりの基礎を築いた徳川四天王
のひとりは誰でしょうか？

い い なおまさ

⑴ 井伊直政 ⑵ 酒井忠次
さかきばらやすまさ

⑶ 榊原康政 ⑷ 本多忠勝

しもうさ

解説 本多忠勝は家康公の関東移封時に、下総
のくに

国大多喜（千葉県大多喜町）に10万石で配さ
れます。豊臣秀吉の命により、忠勝、榊原康政、井
伊直政の三人は10万石以上で入封させたと伝えられ
ています。忠勝は関ヶ原の合戦後に桑名に10万石で

い び がわ みずじろ

転封し、揖斐川を利用した水城として桑名城を築城
します。城下町の整備も行い、大山田川・町屋川の

そとぼり

流れを変えて外堀に利用し町の守りとしました。忠
勝の行ったまちづ
くりを「慶長の町
割り」と呼び、現
在も生かされてい
ます。

問題80
ひっとう ただかつ はんしゅ

徳川四天王の筆頭 酒井忠次の孫の忠勝が藩主と
おさ

なって以来、江戸時代をとおして酒井家が治めた
ふじさわしゅうへい

まちで、作家 藤沢周平の時代小説にたびたび登
か くう うなさかはん

場する架空の藩、海坂藩のモデルともなった城下
町はどこでしょうか？

⑴ 岡崎 ⑵ 小田原
たてばやし つるおか

⑶ 館林 ⑷ 鶴岡

解説 山形県鶴岡市を訪れると、中心部に鶴岡
城址があります。隣接して江戸時代に創設

ち どうかん

された藩校「致道館」があり、その博物館には酒井忠
次や酒井家に関する貴重な史料が展示されています。

しょうない

この鶴岡（庄内）藩は江戸時代を通して酒井家が治め
続けました。幕末から明治にかけての戊辰戦争では、
武士や農民たちが一体となって官軍に勝利した唯一
の藩です。この鶴岡城の中に「藤沢周平記念館」があ
ります。映画化も
された藤沢周平の

せみ

小説「蝉しぐれ」や
「たそがれ清兵衛」
などに登場する小
藩「海坂藩」は、こ
の鶴岡藩がモデル
となっています。

本多忠勝による「慶長の町割り」で
掘削された水路（三重県桑名市） 鶴岡藩校「致道館」（山形県鶴岡市）

解答… ⑷ 解答… ⑷
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問題81
かい ふ

関ヶ原の合戦から江戸開府以降、全国に広がった
三河武士たちですが、彼らの出生地の多くが岡崎

せき ひ

市やその周辺に存在し、石碑なども残されていま
す。その中で、酒井忠次が出生したと伝わる場所
はどこでしょうか？

い だ じょう うえ の じょう

⑴ 井田城（岡崎市） ⑵ 上野城（豊田市）
よし だ じょう

⑶ 岡崎城（岡崎市） ⑷ 吉田城（豊橋市）

解説 岡崎市域には家康公の天下平定を支えた
三河武士たちの生誕地が多くあります。徳

川四天王の酒井忠次は大永7年（1527）、井田城に生
まれました。家康公より15歳も年上ということにな
ります。このため、家康公が人質として駿府にある

ぶ ぎょうしゅう

ときには、岡崎奉行衆の
あるじ る す

一人として主の留守を
守っていました。慶長元
年（1597）には京都で没し
ていますので、残念なが
ら天下人としての家康公
を見届けることはできま
せんでした。大樹寺別院

え こういん

の回向院には忠次の父ま
での代々の墓があります。

問題82
い ほう ともな はな

家康公の関東移封に伴い三河を離れたものの、後
はんしゅ ふるさと もど

に初代 岡崎藩主として故郷に戻った武将はだれ
でしょうか？

あんどうなおつぐ いたくらかつしげ

⑴ 安藤直次 ⑵ 板倉勝重
ほん だ やすしげ みず の かつなり

⑶ 本多康重 ⑷ 水野勝成

解説 本多忠勝で有名な本多家ですが、先祖か
ら分流して四家があると考えられます。本

まさのぶ や はちろうけい

多忠勝の家系（忠勝系）、本多正信の家系（弥八郎系）、
しげつぐ ひろたか

本多重次（作左衛門）の家系、そして本多広孝の家系
（広孝系）の四家です。関ヶ原合戦後、岡崎藩の立藩
時にはこの内、本多広孝の子 康重が藩主となりま

ど い ごう

した。康重は岡崎土井郷の生まれで、父の広孝に従っ
て三河平定後は田原城に居住します。そして家康公

こうづけ

関東移封時には上野
白井の城主となりま
す。初代岡崎藩主と
なった康重は矢作橋
の架橋や岡崎城天守
の造営、城下町・宿
場町の整備など、数
多くの功績を残しま
した。

酒井忠次の生誕地「井田城址」
（岡崎市井田町） 本多康重像（忠恩寺蔵／長野県飯山市）

解答… ⑴ 解答… ⑶
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問題83
い さん

岡崎には、松平氏や家康公に関わる様々な遺産・
し せき しな

史跡が残されています。応仁元年（1467）、尾張品
の い ほ ごうぞく

野（瀬戸市）・三河伊保（豊田市）の豪族たちとの井
ちかただ

田野合戦に勝利した松平四代 親忠は、戦死者の
ねんぶつどう

ために念仏堂を建て、敵味方の区別無く塚を築き
とむら せんにんづか

弔いました。後に「千人塚」と呼ばれるこの塚があ
る寺社はどこでしょうか？

さいこう じ せいけん じ

⑴ 西光寺 ⑵ 清見寺
ずいねん じ ほうぞう じ

⑶ 隨念寺 ⑷ 法藏寺

解説 親忠は井田野の合戦後、戦死者の霊を弔
うね べ

うために小さな念仏堂を建て、加茂郡畝部
ふくりん じ じゅう じ せい よ ぐ てい

の福林寺住持であった勢誉愚底を呼び寄せて七日七
とな

晩の念仏を唱えさせたと
伝わります。その後、勢
誉を開山として大樹寺が
創建されますが、井田野
の丘に建てられた念仏堂
は松平五代 長親によっ
て西光寺として創建され
ました。

問題84
ぜんもん

前問の寺社には、大樹寺の陣で家康公を守って戦
そうりょ れい あ

死した多くの僧侶の霊を弔うため、「大衆塚」と「阿
み だ にょらい

弥陀如来石像」も建てられています。この大樹寺
にんりき そ どう お しょう ふ

の陣で70人力の祖洞和尚は、あるものを振り回し
て敵を追い払い、それは家康公をお守りした神と

まつ

して今も大樹寺に祀られています。あるものとは
何でしょうか？

いしどうろう しゅいろ やり

⑴ 石灯篭 ⑵ 朱色の槍
せんじゅかんのんぞう そうもん

⑶ 千手観音像 ⑷ 総門のかんぬき

かんぬき

解説 70人力の祖洞和尚は大樹寺総門の貫木
ぞうひょう

（閂）を振り回して、押し寄せた雑兵たちを
追い払ったと伝えられます。この貫木を祀ったのが
「貫木神」で、今も大樹寺
に祀られています。祖洞
は後に三方ヶ原合戦後の

く よう

念仏供養に浜松まで呼ば
れ、現在の「遠州大念仏」

もと

の基を成した僧としても
知られています。

大衆塚阿弥陀如来石像
（岡崎市指定文化財／西光寺）

祖洞和尚像
（大樹寺蔵／岡崎市鴨田町）

解答… ⑴ 解答… ⑷
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問題85
ざいじょう ぼっぱつ

家康公の岡崎在城時代に勃発した三河一向一揆。
家康公の本陣ともなり、また家康公と一揆側との
和議の場所ともなったのはどこでしょうか？

かみ わ だ じょうじゅいん

⑴ 岡崎城 ⑵ 上和田 浄珠院
はりさき しょうまん じ やまなかはちまんぐう

⑶ 針崎 勝鬘寺 ⑷ 山中八幡宮

解説 寺の絵図によれば、浄珠院はもともとは
うかが

広い寺地を有していたことが窺えます。応
きょうねんりょうとん

永年中（1394～1428）に教然良頓（松平二代 泰親の長
男）により再興され、以来、矢作川流域に進出した

すうけい みつ

松平一門の崇敬を集めたと思われます。寺内には三
き のぶたか

木松平信孝（家康公の父 広忠の叔父）の墓があり、
ゆいしょ

特に広忠と共にこの寺を訪れていた様子が寺の由緒
に書かれています。一向一揆の際は、ここを本陣と
していた家康公が太子堂の前で和睦交渉を行ったと

こく ご しゅいん

言われており、江戸開幕後は20石の御朱印を授けら
れました。歴代

あん

将軍の位牌の安
ち

置を認められて
おり、それらが
残されています。

問題86
ほんろう

三河一向一揆に翻弄されていた若き家康公。その
とき、名乗っていた名前はなんだったでしょう
か？

⑴ 松平元信 ⑵ 松平元康
⑶ 松平家康 ⑷ 徳川家康

解説 家康公は織田信長と同盟を結びましたが、
当初は今川氏との断絶ができずにいました。

これは妻子が駿府に人質として置かれていたことも
にしごおり がま

理由の一つです。しかし、永禄5年（1562）、西郡（蒲
ごおり し かみ の ごうじょう い と こ

郡市）の上ノ郷城を攻め、今川氏真の従兄弟にあた
う どのながてる い ど

る鵜殿長照の二人の子供を生け捕って人質交換に成
功すると、翌年には名を
松平元康から松平家康に
変えました。これは今川

いみな

義元の諱を取り払うこと
で今川家との決別を表し
たものです。「家」の字は

みなもとのよしいえ

先祖の八幡太郎源義家か
らつけたものと伝えられ
ています。決意も新たに
東三河統一に乗り出した
その時、勃発したのが三
河一向一揆です。

松平元康石像（ＪＲ岡崎駅東）
元康から家康へ、若き日の家康公。浄珠院（岡崎市上和田町）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「家康公検定」ファイナル 「家康公検定」ファイナル
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問題87
とうしょうだいごんげん まつ

東照大権現となった家康公をお祀りするため、徳
いえみつ

川三代将軍 家光により岡崎市内に創建された東
けいだい ぞうえい

照宮は、源氏ゆかりの寺社の境内に造営されまし
た。何という寺社でしょうか？

く のう じ たきさん じ

⑴ 久能寺 ⑵ 瀧山寺
てんおん じ ほうらい じ

⑶ 天恩寺 ⑷ 鳳来寺

み たま せん ざ

解説 日光山に家康公の御霊を遷座したのは本
人の遺言でもありましたが、日光山そのも

のが天台密教の修験道場であったということで、天
海の力が大きく働いたことは言うまでもありません。
岡崎に東照宮を建立する際に、天台宗である瀧山寺
の境内地が選定されたのもそのような影響があった

きっしょういん

のでしょう。瀧山寺の院号は吉祥院と言いますが、
うえ の かんえい じ

天海が創建した江戸上野の寛永寺には、瀧山寺の住
りんばん

職が輪番で務めるための部屋（吉祥院）まで用意され
ちな

ていました（寛永寺絵図）。因みに、浄土宗の大樹寺
み たま

には朱塗りの「御霊
や

屋」が建設され、家
れきだい

康公と歴代将軍の位
牌が安置されたので
す。

問題88

江戸時代、岡崎城内に祀られていた岡崎東照宮と
えいせい ごう し

本多忠勝を祀る映世神社が明治になり合祀された
ぎょうれつ

寺社はどこでしょうか？ 現在の家康行列はこの
さいれい ゆ らい

寺社の祭礼に由来しています。
しょうおう じ たつ き

⑴ 松應寺 ⑵ 龍城神社
ろくしょ わかみや

⑶ 六所神社 ⑷ 若宮八幡宮

解説 岡崎城の本丸には藩祖の本多忠勝公を祭
かんじょう

神とする映世神社が勧請されていました。
加えて家康公を祀る東照宮も三の丸にあり、藩主を
始め多くの武士や城内に入った庶民たちが参拝をし
たと言います。明治になり、岡崎城の建物が次々と
は きゃく

破却されていく中で、東照宮の家康公と映世神社の
忠勝公を合祀し、本丸に新たに龍城神社ができたの
です。これまで10月18日の忠勝公の命日に慣例とし
て行われていた武者行列も、伊賀八幡宮を出発し龍
城神社まで、家康

しの

公と忠勝公を偲ぶ
行列に変わってい
きました。現在は、
「桜まつり」のメイ
ン事業、「家康行
列」として岡崎の

いろど

春を彩っています。
龍城神社とライトアップされた岡崎城天守閣

（岡崎公園）瀧山東照宮（瀧山寺境内地／岡崎市滝町）

解答… ⑵ 解答… ⑵
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問題89

岡崎市の花火大会は全国的に有名ですが、もとも
やく よ き がん

とは岡崎城内にあったある寺社の厄除けを祈願す
しん じ ちょうちん ほこぶね

る神事から始まっています。提灯をつけた鉾船を
て づつ ほう

浮かべ、金魚花火や手筒花火などを打ち上げて奉
のう

納していたと伝えられますが、どの寺社の祭礼
だったでしょうか？

す ご う

⑴ 菅生神社 ⑵ 龍城神社
や はぎ

⑶ 矢作神社 ⑷ 山中八幡宮

解説 菅生神社は江戸時代の古地図によれば
てんのうしゃ

「天王社」と記されています。明治時代まで
は「菅生天王社」と呼ばれ、津島天王社や吉田天王社
と同様、神事として奉納花火を打ち上げていました。

や さか

京都の八坂神社も八坂天
王社であり、奉納花火を
打ち上げています。菅生

よい

神社では7月19日の「宵
みやさい れいたいさい

宮祭」、20日の「例大祭」
で奉納花火の神事があり
ますが、現在では岡崎市
の観光夏祭りの目玉とし
て、8月第1土曜日に「鉾
船神事・奉納花火」の祭
事が行われています。

問題90

岡崎市には、岡崎宿ともうひとつ、東海道37番目
おもかげ

の宿場町として栄えた藤川宿がその面影を残して
ふじ まつ お ば しょう く

います。藤川宿は美しい藤の花と、松尾芭蕉の句
よ こくもつ

にも詠まれている穀物で有名でした。その穀物と
は何でしょうか？

あかごめ

⑴ 赤米 ⑵ むらさき麦
や はぎだい ず

⑶ 矢作大豆 ⑷ 六条大麦

ここ

解説 「爰も三河 むらさき麦の かきつばた」
にしぼうはな く ひ

藤川宿西棒鼻（入口）の近くに芭蕉の句碑
が建てられています。この句にあるように、藤川宿

さいばい

では江戸時代から「むらさき麦」の栽培が盛んだった
まった

ようですが、近年は全く見られなくなっていました。
しゅ し

ところが、その種子が愛知県立農業大学校に保存さ
れており、再び栽培に成功したのです。今では、芭
蕉の残した句の
ように、初夏に

むらさき そ

なると紫に染
まった麦が人々
の目を楽しませ
てくれます。

菅生神社の奉納手筒花火
（菅生神社／岡崎市康生町） 藤川宿芭蕉句碑（岡崎市藤川町）

解答… ⑴ 解答… ⑵
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問題91
まち わ

現在の岡崎の町割りの元をつくったのは、家康公
た なか

の関東移封後に岡崎城主となった豊臣家臣の田中
よしまさ くっせつ

吉政です。彼は東海道を城下町に引き入れ、屈折
みちすじ

の多い道筋としました。この道を称して何と呼ぶ
でしょうか？

いち ば みち

⑴ 岡崎二十七市場 ⑵ 岡崎二十七道
まち まがり

⑶ 岡崎二十七町 ⑷ 岡崎二十七曲

解説 岡崎二十七曲がりと呼ばれるクランク状
くっせつ

の屈折は、伝馬地区ではさほど見られず、
じょうかく へだ そうもん けんちょ

主に城郭内外を隔てる惣門を入ってからが顕著です。
天正12年（1590）、豊臣大名の田中吉政が岡崎に入部

そうぼり ど るい ど べい そう

すると、周囲に惣堀を巡らし土塁や土塀で囲んだ「惣
がま

構え」の城郭を築きました。この中に主に大勢の家
臣とその家族たちが居住したのですが、同時に彼ら
の生活を支える商家や職人などの町屋が必要になり
ました。できるだ
け多くの町屋を造
るために街道を屈
折させ、矢作宿な
どから移住させた
と考えられていま
す。

問題92

田中吉政は、関ヶ原の合戦では家康公の東軍に味
と

方し、石田三成を捕らえた功もあり、戦後、大大
くに が

名として岡崎より国替えとなりました。どこの城
主となったでしょうか？

い ず も まつ え お う みはちまん

⑴ 出雲 松江 ⑵ 近江八幡
ちく ご やながわ や ま とこおりやま

⑶ 筑後 柳川 ⑷ 大和郡山

解説 田中吉政は近江国出身の武士で、関白に
ひでつぐ

なった秀吉の甥 秀次付の宿老として大き
な信頼を得ていました。秀次が近江八幡城主となる

くっさく

と、城や城下町の建設、八幡堀の掘削などは吉政が
主導して行ったと考えられています。後に岡崎城主
となり、関ヶ原合戦後はその功を認められて筑後柳
川（福岡県柳川市）32万石
の大大名となりました。
吉政は柳川でも堀の掘削
や治水事業、慶長土居の

かんたく しんでん

造成（干拓による新田開
発）を手掛け、城下の発

つ

展に尽くしました。堀割
りは現在でも水郷 柳川
の観光に活かされ、川下
りの「どんこ舟」が運航さ
れています。籠田惣門モニュメント（岡崎市籠田町） 田中吉政石像（岡崎市籠田町）

解答… ⑷ 解答… ⑶
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問題93
しんくん

神君 家康公生誕の地である岡崎には、江戸時代
か かく ふ だい

を通して家格の高い譜代の大名家4家が藩主とな
りましたが、もっとも長い期間、岡崎藩主を務め
たのはどの家でしょうか？

まえ ぶん ご のかみひろたかけい

⑴ 本多家（前本多 豊後守広孝系）
⑵ 水野家
⑶ 松井松平家

あと へいはちろう

⑷ 本多家（後本多 平八郎忠勝系）

はんせきほうかん

解説 岡崎藩主は、明治の版籍奉還を迎えるま
で四家の譜代大名が務めました。最初は広

孝系本多康重が藩主となり、四代 利長の時に遠江
横須賀へ5万石で転封されました（46年間）。次に藩

ただよし ばっ

主となったのが水野忠善です。水野家の時代には幕
かく つ はいしゅつ ただ

閣の重職に就く藩主を輩出しましたが、七代目 忠
とう から つ はん

任の時に唐津藩6万石に転封されます（117年間）。
やすよし はんらん

次の藩主は松井松平康福です。この時は矢作川氾濫
わず

などの災害に見舞われ、僅か一
いわ み のくに

代で石見国浜田藩に転封となり
ました（8年間）。その後を継い

ただとし

だのが忠勝系本多忠粛です。こ
の本多家は六代 忠直まで、明
治の版籍奉還まで続いたのです
（102年間）。

問題94
さ く し ていけい

現在、岡崎市は長野県佐久市と「ゆかりの町」提携
をしていますが、どんなゆかりがあるのでしょうか？

い と こ かつなり た の くち

⑴ 家康公の従弟の水野勝成が、佐久 田野口藩
主になったことから

にしおおひら

⑵ 家臣の大岡家が、佐久と西大平（岡崎）の両方
りょう ち

に領地を得たことから
おぎゅう じん や おくとの

⑶ 大給松平家が、陣屋を奥殿（岡崎）から佐久
田野口に移したことから

し な の か い

⑷ 佐久での戦いの勝利により、信濃と甲斐の二
国を得ることができたから

のりかた

解説 奥殿藩八代藩主であった松平乗謨は幼少
そうめい

時から聡明で知られ、西洋事情にも通じて
か えい

いました。嘉永6年（1853）のペリー来航後、軍備の
ぶんきゅう おお

増強・革新の必要性を説き、文久3年（1863）には大
ばんがしら わかどしより ようしょく

番頭や若年寄など幕府の要職に任じられます。同年、
て ぜま

藩庁を手狭な奥殿から、領地の多くが存在する信濃
佐久郡の田野口（現在の長野県佐久市田口）に移転し、

ようさい

新たに西洋式星形要塞である
たつおかじょう

龍岡城を建設しました。明治
お ぎゅう ゆずる

になり名を大給 恒と改め、
つねたみ

西南戦争時には佐野常民と日
せきじゅう じ しゃ ほんそう ふく

本赤十字社の設立に奔走、副
そうさい

総裁となりました。
岡崎城二の丸で発掘された
水野家の家紋「沢潟紋」

龍岡城五稜郭の堀
（長野県佐久市）

解答… ⑵ 解答… ⑶
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問題95
てんしゅかく い くん ひ

岡崎城天守閣前には、家康公遺訓碑「人の一生
とうしょうこうゆいごん ひ たんせき せま

は・・」があり、東照公遺言碑「わが命旦夕に迫る
といへども・・」があり、家康公の生涯が後世に

のこ

伝え遺す言葉がここにあります。
しんしゅう たい き きく そ あおい く ひ

「神州の大気ぞ菊に 添う葵」の文学句碑もあり、
江戸時代の国のあり方を教えてくれます。これは
誰の句でしょうか？

あ べ りゅう た ろう し ば りょう た ろう

⑴ 阿部龍太郎 ⑵ 司馬遼太郎
とくがわよしのぶ やまおかそうはち

⑶ 徳川慶喜 ⑷ 山岡荘八

解説 岡崎城天守の前庭には様々な碑が建てら
れていますが、「文学碑」をご存知でしょう

か。作家の山岡荘八氏が1950年から17年間、新聞連
けんしょう ひ

載した「小説 徳川家康」の顕彰碑です。家康公出生
の部分の一文と、生涯をかけて成し遂げた天下平定
の先にある、この国のカタチ―天皇家の存在とその
かかわりを見事に表現しています。家康公は天皇家
を軽んずる気持ちなど
もうとう

毛頭なく、むしろその
尊い存在を、国家とい

わく ぐ

う枠組みの中でどのよ
うに位置付けていった

あらわ

のか、見事な文章で著
しています。

問題96

家康公生誕の城 岡崎城のある岡崎公園には、家
どうぞう

康公の銅像が立っています。家康公は、どこを見
つめているのでしょうか？

⑴ 江戸 ⑵ 京の都
さいごく ごう

⑶ 西国 ⑷ 松平郷

解説 岡崎公園二の丸跡に立つ家康公の銅像は、
昭和40年（1965）、「家康公350年祭」（没後350

年）を記念して建てられたものです。関ヶ原の合戦
きび

を終えた59歳の時の像で、実に厳しい表情をしてい
ます。家康公が岡崎から江戸の方角を向き、これか
ら先、どのような平和社会を創り上げていくのかを
自問自答しているように見えます。戦国武将として、

しょう

戦に勝ち権力を掌
あく

握することが目的
ではなく、権力は
平和国家を創るた
めの手段と考えて
いたのでしょう。
19歳で得た「厭離
穢土 欣求浄土」の

せ お

重い命題を背負っ
ているようです。

「文学碑」（山岡荘八書／岡崎公園） 徳川家康銅像（岡崎公園）

解答… ⑷ 解答… ⑴
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問題97
きょうくん

家康公は、その一生を通して私たちに大きな教訓
とうしょうこう い くん いっせつ

を残しています。有名な「東照公遺訓」の次の一節
くうらん

の空欄（カッコ）に入る言葉は何でしょうか？
つね

『（ ）を常と思えば不足なし、心に望みおこ
こんきゅう とき

らば困窮したる時を思い出すべし』
かんにん こんなん

⑴ 堪忍 ⑵ 困難
ぶ じ ちょうきゅう ふ じ ゆう

⑶ 無事長久 ⑷ 不自由

解説 家康公が残した遺訓が私たちに語りかけ
ることは何でしょうか。「人の一生は重き

お ごと

荷を負うて遠き道を行くが如し」で始まる言葉は、
人生訓そのものです。「不自由を常と思へば不足な
し」とは豊かになり過ぎた私たちの更なる欲望に対

おご

する警告でしょう。奢る
ことなく、困窮していた
時のことを忘れなければ
多少の不自由も苦になら

いまし

ないという戒めです。こ
の遺訓に出てくるキー
ワードは「堪忍」「怒りは
敵」「己を責めて人を責め
るな」等です。自分に当
てはめて考えてみたいも
のです。

問題98
ばくまつ たお

幕末と言われる江戸時代の最後、徳川政権が倒れ
めい じ い しん

明治維新となりました。「江戸のふるさと、岡崎」
く のう いしずえ

は苦悩の時代に入ったとはいえ、日本の礎を築い
ほこ

たこの地の誇りは高く、近代日本の波をいち早く
し こう

学び、受け入れ、全国67番目には市制を施行しま
した。それは、明治維新からおよそ何年後のこと
でしょう。

⑴ 50年後 ⑵ 75年後
⑶100年後 ⑷150年後

解説 岡崎市は大正5年（1916）7月1日に市制
を施行し、愛知県3番目、全国67番目の市

はっしょう

として誕生しました。江戸の発祥のもと、岡崎が三
ほこ

河武士の誇りを礎に新しい時代の空気を受け入れ、
勤勉に学び、金融や産業
を育て、明治維新からわ
ずか50年で地域中核の近
代都市として体制を整え
たことは誇りです。
それから100年、大き
ふし め

な節目を超えて今、「江
戸のふるさと、岡崎」の
さらなる一歩が始まりま
す。

衝立画
「岡崎市制施行当時の岡崎城絵」
（龍城神社蔵／岡崎公園内）東照公遺訓碑（岡崎公園）

解答… ⑷ 解答… ⑴
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問題99
し そん

岡崎市の二代目の市長には、徳川四天王の子孫の
ひとりが選ばれました。誰の子孫だったでしょう
か？

⑴ 井伊直政 ⑵ 酒井忠次
⑶ 榊原康政 ⑷ 本多忠勝

解説 岡崎市制施行後、初代市長は当時の岡崎
せん が またいち

町長、千賀又市です。新しい岡崎は経済、
教育、文化など充実して基礎固めが始まった矢先、

きゅうせい

2年後の在職中に急逝。近代都市を確立する大切な
時期ゆえに地域一丸となって検討し、岡崎藩最後の

ただあつ

藩主 本多忠直を継いだ十七代 本多忠敬の実弟、本
とし き

多敏樹を二代目市長に依頼。以後、3期12年間（大
正7年～昭和5年）、
殿さま市長と敬愛さ
れながら岡崎の基礎
を固めました。
大正8年（1919）に
兄 忠敬より寄附さ
れた旧岡崎城跡一円
を5年をかけて岡崎
公園として整備。殿
橋の架橋も行ってい
ます。

問題100
とくがわ き ねんざいだん

徳川記念財団が設立（平成15年）された直後、財団
主催の事業が岡崎で始まりました。「江戸のふる

にな

さと、岡崎」にふさわしく、次代を担うこの地の
小中学生を対象にした事業とは何でしょうか？

⑴ 家康行列 ⑵ 家康公検定
⑶ 家康公作文コンクール ⑷ 徳川みらい学会

解説 家康公作文コンクールは今年（2016年）で
13回目の実施となります。毎年、岡崎市内

の小中学生から1000点近くの応募があり、家康公を
学び、家康公に学ぶという積極的な姿勢が素晴らし
いと感じます。特に近年は、親子で家康公の史跡を

ふ

訪ね、その生き方に直接触れることで得た感動や教
とら

訓を中心に捉えた、中身の濃い作文が増えたようで
す。岡崎の子どもたちがこの町の未来を創り、さら
にこの国の未
来を創ってい
こうとする時、
この作文コン
クールの意義
は非常に大き
いものと言え
るでしょう。

徳川恒孝さんを囲んで
（2015年家康公作文コンクール表彰式／龍城神社）岡崎二代目市長 本多敏樹氏

解答… ⑷ 解答… ⑶
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